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EVA に 秘め られ た 
未知 の 力 の 発現 


専属 操縦 者 で ある サー ド チ ルド レン が 危機 に 陥る 
た び 、 規格 外 の 能力 を 発現 する EVA 初 号 機 。 操縦 
者 の 制御 を 離れ た "暴走 "と 呼ば れる 状態 の 同機 は 、 
絶対 的 な 力 で も っ て 眼前 の 使徒 を 層 る 獣 と 化す 

暴走 は 初 号 機 の 底 知 れ な い ポ テン シャ ル を 知ら し 
め る と 同時 に 、 ヒ ト が 制御 で き な い 兵器 だ と いう 事 
実 も 物語 る 。 た だ し 、 制御 下 に な いと は いえ 標的 は 
あく まで 使徒 で あり 無 差別 に 暴れ た 事実 は な い 。 対 
使徒 兵器 と し て の 運用 リス ク は 低い と 考え られ る 。 

まる で 操縦 者 を 守る か の よう な 暴走 の 発現 は 、 初 
号機 に 何者 か の 意志 を 感じ させ る 。 それ は 「 魂 の な 
い EVA に は 人 の 魂 が 宿 ら せ て ある 」 と 赤木 リツ コ 博 
士 が 語る よう に 、 宿 され た 魂 が 暴走 と いう か た ち に 
よっ て 初 号機 の 真 の 力 を 引き 出し 、 操縦 者 を 全力 
で 守っ て いる だ け な の か も し れ な い 。 


ぐ あ る 第 3 使徒 サキ エル 
た 初 号 機 は 、 圧 
追 サ 
キ エ ル は 自爆 
る も 


| 機体 :EVA-01 TEST TYPE 


初 号 機 


搭乗 者 :3rd Children 

確 シン ジ 

主 武装 :WEAPON 

パレ ッ ト ラ イフ ル 

ハン ドガ ン 

プロ グレ ッ シ ブ プ ・ ナ イフ 等 
機体 配色 :COLOR 
| | | | 
_ 園 紫 賠 


緑 


時 科 上 晶 


ERED CE 


VANGELION TEST TYPE 


初 号 機 の エネ ルギー は ゼロ な の よっ ! 
(赤木 リツ コ ) 


EVANGELION TEST TYI 


[制御 で き な い 兵器 な を ど 全 く の ナ ン セ ンス 」 と J.A. 開 
発 者 の 時 田 シロ ウ が 評 し た よう に 、 既存 の 兵器 と し て 
は 不 完全 な 代物 で ある 初 号機 。 し か し 、 暴走 時 の 標 
的 は 使徒 の み で あり 、 操縦 者 の 制御 下 に な い 場 合 で 
る も 対 使徒 兵器 と し て 徹底 し て いる と いえ る 。 な お 、 
NERV 総 司令 で ある 確 ゲン ドウ は 、 使徒 戦 で の 暴走 を 
想定 内 の 現象 と 捉え て いる ふし が ある よう だ 


RR ELIIL BM 
ルド レン を = 
能 を 発現 獣 の よう な 


/、 内 蔵 電 源 
及ば な い 存 右 


Ei AT フィ ー ル ド 
状態 で も 活動 圧倒 的 な 
例え ば その 力 は 、 爆雷 992 個 を も 
徒 の 虚数 空間 を 、 単独 
時 は リミッタ ー が 外れ 、 ヒト が 制御 す る 機械 か ら 
も し れ な い 


動く 本 来 の 人 造 人 間 と な る 瞬間 な 


サキ エル 戦 に お いて # 


拘束 具 で ある 装甲 を 明 時 
ル 戦 で 
EVA が 素 体 の 上 に 纏う 1 万 2 千 枚 の 装甲 。 これ は 単なる 防御 S* 機 関 を 取り 入れ た 初 号機 は 肉体 を 


用 の 装甲 板 で は な く 、 EVA 本 来 の 力 を 抑え る た め の 拘束 具 と し 内 側が ら きせ る と いう 
て の 役目 も 持つ 。 これ は 未知 の 存在 で ある 巨人 を コピ ー し て エ 0 


ヴァ ン ゲ リオ ン る し た 際 、 ヒ ト の 手 に 余る 力 を 恐れ た ゆえ 
の 安全 装置 の 一 環 う 。 事実 、 格納 庫 は ケイ ジ ( 棋 ) と 呼ば 
れ 、 ア ン ビ ピリ カル ・ ブ リッ ジ に より EVA は 厳重 に 拘束 され て いる 
その 拘束 具 で さえ も 、 S* 機 関 を 取り 入れ た 初 号 機 に と っ て は 意 
味 を 持た な いた だ の 装甲 と な っ て し まう 


す 。 それ を 見 た 赤木 リツ 
EVA の 外装 は 装甲 で は な 
く 拘 束 具 で あっ た こと を 語る 


破損 し た 頭 区 装甲 


上 下 額 の 装甲 


暴走 と ダミ ー シ ス テム 
獣 の 本 能 の よう な 攻撃 性 を 見 せる 暴走 は 
テム が 起動 て 
リー ズ の 活動 
は 破壊 衝動 と も 言う べき 凶 
な い EVA 本 来 の 姿 な の 
7 縦 適格 者 は EVA を 
の 存在 で も あり 、 EVA に と っ て 本 来 の 力 を 
ある の か も し れ な い 


大 口径 の 自動 拳銃 は 、 小型 の 火器 の 中 で も 威力 の 
高い 一 撃 を 放つ 。 パ レッ トラ イフ ル は 威力 不足 で 使徒 
を 倒す 決め 手 に は 成り 得 な か っ た た めか 、 一 撃 の 破 
壊 力 を 求め た 大 型 自動 拳銃 が レ リ エル 戦 に て 実戦 投 
入 さ れ て いる 。 し か し 、 物 理 的 な 攻撃 が 効く 使徒 で は 
な か っ た た め 、 実際 の 威力 を 見 る こと は で き な か っ た 


試作 品 の 銃 は 、 弾丸 の 初 
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値 に 足り な か 
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個人 情報 

名 前 | 日向 マコ ト 

年 齢 。 | 不明 

回 条 | 日 本 

生年 月 日 | A.D.?02/13 

血液 型 | B 型 

所 属 NERV/ 中 央 作戦 司令 部 作戦 局 第 一 課 


特務 機関 NERV の 中 央 作戦 司令 部 に て 、 作戦 立 
案 、 情報 分 析 、 通信 な ど 様 々 な 任務 に 従事 し て いる 
日 向 マ コト 。 勤務 中 は 厳し い 表 情 を 見 せる こと も 多 
い が 、 や わら か な 口調 と 真面目 そう な 外見 が 示す よう 
に 、 基本 的 に は 穏やか で 優し い 青 年 で ある よう だ 。 

NERV に 入所 し 葛城 ミサ ト と いう 気性 の 激しい 女性 
を 上 司 に 持っ た マコ ト は 、 意識 し て いる の か 本 来 の 性 
質 な の か 、 感情 を 前 面 に 出す こと が あま りな い 。 作戦 
室 な ど で の オペ レー ショ ン 中 に お いて も 、 眼鏡 を 光 
ら せ な が ら 淡 々 と 職務 を こなす 印象 が ある 。 その 熊 
度 は ミサ ト へ の 密か な 想い を 周囲 に 悟ら せな いた め 
と も 考え られ る が 、 ミサ ト 本 人 は 彼 を 私 的 に 使う こと 
も ある な ど 、 多少 は その 想い に 気づい て いる 素振り 
も 見 られ る 。 それ で も 上 司 の 要望 に 応え 、 的 確 な 作 
業 を こなす マコ ト は 部 下 と し て 有 能 で あり 、 サポ ー ト 
役 と し て は 万 能 と も いえ る 役割 を 果たす 。 大 胆 な 作 
温 を 提案 する ミサ ト に 対し て も 全幅 の 信頼 を 寄せ て 
いる らし く 、 ミサ ト の 最も 近く で 補佐 を する 姿 は 誇 ら し 
気 に も 見 える 。 尊敬 し 心から 慕う 上 司 に 出会え た こ 
と は 、 彼 の 人 生 の 転機 に な っ た の で は な い だ ろ うか 。 
司令 室 の 一 員 と し て 以上 に 、 作戦 部 長 の 補佐 役 と し 
て 、 NERV に な く て は な ら な い 存 在 で ある こと は 確か 
だ ろう 。 

ちな み に オ ペレ ー タ ー 仲 間 の シゲ ル 、 マヤ と 同じ ニニ 
尉 と いう 階級 は 、 通 常 の 軍隊 で 考え れ ば 軍事 教育 を 
受け た 者 に 対し て 与え られ る も の で ある 。 銃 の 扱い 
に も 慣れ て いる マコ ト は 、 何ら か の 訓練 を 受け た 経験 
が ある と 考え る の が 妥当 で あろ う 。 


人物 相関 図 


Li 
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量 伊 吹 マ ヤ 
時 中 央 作戦 司令 室 


ー の 保護 者 的 な 役割 
も 担っ て いる 


表 情 


服 装 


肉体 派 で は 
K ら し い 様 子 も 
どこ か 品 の 良い 
彼 か ら は 人 の 良さ が に じ 
み 出 て いる よう だ 


1 画面 に 向かう 仕事 が 
めか 、 実 用 性 を 重視 し た 
ム が 太い タイ プ の 了 眼鏡 を か け て 
いる マコ ト 。 彼 の 視力 が どの 程 
度 か は 不明 だ が 、 眼鏡 を は ず す 
こと は ほとん ど な い よう だ 


一 険しい 表情 を 浮か 
べ な が ら 何 か を 訴え 
て いる 様子 の マコ ト 

普段 は 穏やか な 気質 
で ある が 、 上 司 に 対し 
て も 物怖じ せ ず に 発 
言 する 点 は 、 マ コト の 
長所 と いえ る だ ろう 


に 集積 され る 情報 を 管理 する 、 管制 塔 の 役目 を 担う オペ レー ター 
発動 な ど 次 々 と 異常 事態 が 発生 し て いる 間 も 、 マコ ト が 持ち 場 を 離れ る こと は な か 


使徒 と の 戦い に お いて 、 正確 な 情報 は EVA の 命綱 と な る 。 前 線 
に は 出 な く と も 、 マコ ト ら オペ レー ター の 役割 は 重要 で ある , 


ー バ パイ ロット が 危機 に さら 
され る と 、 仕 事 を し な が ら 
も マコ ト は 心配 そう な 表 
情 を する 。 傷つけ られ て 
いく 子供 た ち を どう に か 助 
け よ うと いう 気持 ち が あ る 
の だ ろう 


あつ ン ミ 乱 一 
る な グ サ れ N 
気 し たく 
気 く 
持て 造 着 リ 
ちい い 用 の 
の る まし 制 
よ の めで 最 
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制 タク る を 
服 鍼 リマ ー 
姜 ひ 1 下 寸 
で と = ニニ の 


戦略 自衛 隊 の 本 部 嘩 撃 、 人 
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マコ ト は その 外見 上 、 NERV 司 令 室内 で 最も 真 面 
目 そ うに 見 える 青年 と いえ よう 。 きち ん と セッ ト さ れ 
た 髪 と 茶 フ レー ム の 眼鏡 と いう エリ ー ト 然 と し た 外見 
は 、 一 見 近寄り 難く 思え る タイ プ で ある 。 し か し 、 子 
供 で ある パイ ロッ ト の こと を 気遣う 態度 を 見 せ た り 、 
言っ た りす る こと も ある よう に 、 実 際 に は 優 
し く 温 和 な 性 格 で ある よう だ 

職務 に お いて は 、 クー ル な シゲ ル 、 少 々 夢見 が ち 
な マヤ 、 さら に は 上 司 の ミサ ト に まで 挟ま れ 、 気 苦労 
が 多い ポジ ショ ン に いた 。 そ れ で も 特に 問題 な く 務 
め あ げ る 彼 は 、 作戦 遂行 、 人 間 関 係 の 双方 に お い 
て 、 と も すれ ば 非常 に 難し い 役 割 で ある 司令 室 の 潤 
滑 油 的 役割 を も 果たし て いた と 考え られ る 

その 一 方 、 選挙 カー の 乗っ 取り や 、 待機 中 と は い 

司令 室内 の オペ レー ター 席 で 漫画 雑誌 を 読み な が 
ら 笑 うと いっ た 、 な か な か の 胆 力も 持ち 合わ せ て い 
る よう だ 。 上 司 へ の 憧 慢 が 恋 に 変わ る な ど 青 年 らし 
い 面 も あり 、 外見 の イメ ー ジ と は 少々 異な る 内 面 は 、 
知れ ば 知る ほど 興味 を そそ られ る も の で あっ た 


邊 の 生 真 目 な 性 格 ゆえ か , 


エア ギ 
ゲル の 横 
EEKLY 


作戦 局所 属 の マコ ト に と っ て 、 司 令 室 で の 勤務 が 
メイ ン と な る こと は 意外 で あっ た こと だ ろう 。 た と え 
所 属 を 越え た 職務 を 命じ られ て も 真面目 に 難なく こ 
な し 、 発令 所 司令 塔 の オペ レー ター 席 に お いて 他 部 
署 所 属 の シゲ ル 、 マヤ と も すぐ さま 連携 を 築く 彼 の 
優秀 さ は 明白 で ある 。 常 に 冷静 さ を 失 うこ と な く 、 
作戦 局 で 培っ た 的 確 な 戦況 分 析 能 力 を オペ レー シ 
ョ ン で も 発揮 する 彼 は 、 司令 室内 に お いて 
ポジ ショ ン を 占め て いる と 思わ れる 。 また 、 ミサ ト が 
司令 室 に いる 時 は マコ ト の 席 の 側 で 指揮 を と る こと 
が 多く 、 共に スク リー ン を 見 な が ら 即 席 の 作戦 室 を 
作り 出し て いる 次 も 散見 され る 


15 年 ぶり の 使徒 襲来 以降 、 短期 間 に 次 々 と 訪れ 

危機 に よっ て 、 NERV は 常時 戦闘 態勢 と も いえ る 
よう な 緊迫 し た 状況 下 に 置か れ た 。 本 来 な ら ば ミサ 
旗 で も 上 げ ま すか ]」 と いう 挑 ト の 作戦 立案 補佐 を する 立場 の マコ ト も 、 戦況 報告 
生生 は ミサ ト に 大 糧 も オペ レー ショ ン 業 務 に あたる 時 間 が 大 幅 に 増え て 

RRR いる と 考え られ る 。 た だ 、 当然 な が ら シ ゲル や マヤ 
より も 、 直属 の 上 司 で ある ミサ ト と や り 取 りす る 場合 
が 多い 。 作戦 室 、 司令 室 ど ちら に お いて も 、 あく ま 
で ミサ ト の 右腕 と し て 活躍 する 機会 が 多かっ た よう 
だ 。 特に 第 5 使徒 ラミ エル へ の 対策 を 練る 際 に は 、 


に お は ける 役割 な Gs ミサ ト の 求め る 資料 を 瞬時 に 提示 し た うえ で 自ら の 意 
HH っ た | 見 も 述べ る な ど 、 和 有 能 な 一 面 を 覗か せ て いる 


) 
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ミサ ト 


と の 関係 


は な か っ た 


ー 1 情 幸 的 な 大 人 の 女性 で ある ミサ ト 。 そ 
の 魅力 的 な 姿 に 若 で 


い が 長 い 加 持 に * 
感情 を 知る こ 


MAKOTO HYUGA 


‘4 


AKOTO HYUGA 


調査 結果 を ミサ ト 


者 カヲル の 


て いな い ミ サ 
ト 。 マコ ト が 彼女 の 職場 以外 の 顔 を 
知る 機会 は あっ た の だ ろう か , 


ょ れ た の は マコ ト だ 


マコ ト が 抱い て い 
で き な い , 


作戦 局 第 一 課 所 属 の マコ ト は 、 作戦 部 長 ミ サト の 
直属 の 部 下 に あたる 。 オペレーター と し て は も ちろ 
ん 、 情 報 収 集 能 力 に 秀 で た 彼 は ミサ ト の 信頼 も 厚 
く 、 彼女 の 個人 的 な 依頼 に も た び た び 応え て いた 
カヲル が ゼー レ か ら 送 り 込 まれ て きた 際 に は 素性 調 
査 を 依頼 され て お り 、 マコ ト は 情報 部 の デー タ ベ ー 
ス に 割り 込む と いう 危険 を 置 し て いる 。 また 、 マヤ 
が 所 有する 極秘 デー タ を 無断 で 借用 し て 情報 を 得る 
な ど 、 ミ サト の た め な ら 危 険 な 行為 や 多少 倫理 に 外 
れる 行為 も 長 わ な いよ うだ 。 この こと の 意味 は 、 カ 
ラ ヲ ル が 使徒 と し て ター ミナ ルド クマ へ の 侵入 を 果たし 
た 折 に 表れ た 。 NERV 本 部 自爆 の 可能 性 を 示し た ミ 
サト に 対す る 「 い いで す よ 、 あな た と 一 緒 な ら 」 と い 
う 言 葉 に 、 マコ ト の 想い の すべ て が 凝縮 され て いる 
の だ ろう 。 マコ ト が いつ か ら こ の よう な 感情 を 抱い て 
いた の か は 定か で は な い が 、 上 司 へ の 尊敬 を 越え た 
想い が 彼 の 忠実 な 職務 態度 の 根底 に あっ た と 考え ら 
れる 。 し か し 、 常に 司令 室 に いる マコ ト は ミサ ト と 加 
持 の 関係 も 知っ て いた と 思わ れる た め 、 冷静 を 装い 
つつ も 複雑 な 心境 で ある 場面 が 多かっ た こと を 想像 
する の は 難し く な い 

ちな み に 、 個 人 的 な 依頼 の 中 に は 完全 な 雑用 も 
含ま れ て いる らし く 、 ミサ ト は マコ ト に 自分 の クリ ー 
ニン グ を 取り に 行か せ て いる 。 愚痴 を こぼし つつ も 
し っ か り “任務 遂行 "し て し まう の は 、 惚 れ た 弱み と 
いう こと だ ろう か 。 


タブ リス を 倒し 、 使 徒 と の 戦 
い が 終 わっ た に も 関わ ら ず 、 攻 


を を 受け る NERV。 その 相手 
は ヒト 、 日 本 の 戦略 自衛 隊 で 
あっ た 。 白兵戦 場 と な っ た 本 
部 司 D 中 、 銃 を 撃つ 勇 


に 、 な す 術 も な く 
ト 。 ミサ ト の 求め に 


5 間もなく 、 彼 の 身体 
は LC.L. と 化し て いっ た | 


Noms 
NERV 職 員 と し て の 大 胆 さ 


突然 の 大 停電 に 見 舞 わ れ た 第 3 新 東京 市 。 その 時 を 狙 
いす まし た か の よう に 襲来 し た 第 9 使徒 を 、 停電 中 の NERV 
本 部 は 捕捉 し て いな か っ た 。 偶然 に も NERV の 外 に いた マ 
コト が いち 早く 非常 事態 に 気づき 、 何と か し て NERV 本 部 
に 知ら せよ うと 試み た 結果 が "選挙 カー の 占拠" E。「 緊 
女 車 両 」 と 称し て 道路 封鎖 を 突破 。 さら に ウグイ ス 嬢 か ら マ 
イク を 奪い 、 本 部 司令 室 ま で その まま 乗り つけ る と いう 荒 
業 を や っ て の けた 。 外 見 か ら は 慎重 そう な 性 質 に も 見 える 
が 、 実際 に は 大 胆 な 行動 を 取る こと が 多い マコ ト 。 高橋 覗 
候補 に と っ て は 迷惑 な 話 だ っ た が 、 彼 の 強 攻 策 が 功 を 奏し 、 
NERV 本 部 は た だ ち に 使徒 迎撃 態勢 へ 移行 、 無事 に 使徒 
残 滅 を 果たす こと が 可能 と な っ た の で ある 。 


ゲン ドウ 、 ミ サト 、 リツ コ と いっ た 上 層 部 が 不在 の 
状況 で 、 マ コト は シゲ ル や マヤ と 共に 戦略 自衛 隊 と 
戦っ た 。 し か し 、 必死 の 防衛 戦 も 報 わ れず に 人 類 補 
完 計 画 が 発動 し 、 敵 味方 の 隔て な く 、 人 々 は L.C.L. 
と 化し た 。NERV 職 員 た ち が 次 々 と 自我 境界 線 を 失 
っ て いく 様子 を 目の当たり に し 、 展 える マコ ト 。 そん 
な 彼 の 前 に 現れ た の は 、 想い を 寄せ て いた ミサ ト そ 
の 人 だ っ た 。 か な うこ と の な い 上 司 へ の 想い の 裏 返 
し な の か 、 微笑 みな が ら 強 引 に 迫っ て くる 彼女 を 、 マ 
コト は 信じ られ な いと いう 面持ち で 見 つめ る 。 ミサ ト 
に 口付け られ た まま L.C.L. の 一 部 と な っ た マコ ト は 、 
ある 意味 幸福 で あっ た の か も し れ な い 


道路 封鎖 を 前 に し て 「 い いか ら 突 
っ 込め ! 」 と 強気 な 指示 を する マコ 
ト 。 ウグイ ス 嬢 は 蒼 ざめ る ば か り だ 
っ た が 、 意外 に も 乗り 気 な 運転 手 

の お か げ で 突破 は 成功 し た 


一 切 の 電気 設備 が 使え な く な っ た 
司令 室 に 、 危 機 を 伝え る 拡声 器 


中 も 


の 声 が 響き わた る 。 その 後 の 作戦 
、 マコ ト は この 拡声 器 を 使っ 


て オペ レー ター の 役割 を 務め た 


⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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THE SIXTEENTH ANGEL ARMISAEL ANNIHILATION BATTLE 


第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 戦 


HE SIXTEENTH ANGEL ARMISAEL ANNIHILATION BATTLE 


Ilustration by K2 Shoukl 


第 16 使 和 付 ア ルミ サエ ル に 、 物理 的 接触 に よる 生体 融合 を 図ら れ た 零 号機 で は あっ た が 、 使徒 の 体 秀 を 掴み 、 スナ イ パ ー ラ イフ ル に よる ゼロ 距離 射撃 で 応戦 する 。 し か し 、 さ し た る 効果 は 得 られ ず 、 第 16 使 徒 は 零 号機 の 機 
体 の みな ら ず 、 搭乗 者 で ある ファ ー ス トチ ルド レン の 肉体 、 お よび 精神 に まで 干渉 し て くる の で あっ た 。 


EVA と の 生体 融合 に よる 
使徒 か ら の 積極 的 な 一 次 的 接触 
~ ポ や = = IS HE 

強羅 絶対 防衛 線 を 突破 し た 使徒 に 対し て 単体 で 
迎撃 する こと と な っ た 零 号機 で あっ た が 、 開 戦 と 
共に 環状 か ら 紐 状 へ と 変態 し た 使徒 に より 機体 腹 
部 を 攻撃 され て し まう 。 だ が 、 こ れ は 単純 な 物理 | 
攻撃 で は な く 、 使 徒 が EVA の 機体 へ 融合 を 試み る 
た め の 物 理 的 接触 と 呼ぶ べき も の で あっ た 第 12| 
使徒 レ リ エ ル 戦 、 第 15 使 徒 アラ エル 戦 と 使徒 か ら | 
の 接触 は 幾度 か あっ た が 、 第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 
| 戦は 使徒 が EVA 搭乗 者 に 対し て “積極 的 な 一 次 的 
接触 "を 試み た 戦闘 と し て 注目 され る 

使徒 は 零 号機 の 侵食 と 同時 に 搭乗 者 の 肉体 と 精 
神 に も 積極 的 に 干渉 を 行なっ た と され 、 フ ァ ー ス 
トチ ルド レン の 全身 に は 葉脈 状 腫 が 現われ る な ど 
外傷 的 な 異変 も 確認 され て いる 。 危険 を 察知 し た 
| ファー スト チル ドレ ン は 使徒 も ろ と も 機体 を 自爆 
| まる て の 動 を ちっ て 間 を 守 し た が 、| 


| 
ーー 


その 代償 は 大 きく 爆発 に 巻き 込ま れ た 第 3 新 東京 
市 の 消滅 と いう 事態 を も 招い て し まっ た 。 し か し 、 
先 に も 述べ た よう に 、 本 使徒 戦 に お いて 重要 な 点 
は 使徒 が 零 号機 、 お よび ファ ー ス トチ ルド レン に | 
対し 積極 的 な 接触 行為 に 終始 し た こと に ある 。 こ 
れ ま で の 多く の 事例 に お いて 、 使 徒 は 第 3 新 東京 
市 中 心 部 へ の 侵攻 を 行動 目的 と し て お り 、EVA は | 
その 行動 の 妨げ と し て 排除 すべ きも の 攻撃 対象 | 
と 捉え られ て いた 節 が あっ た 。 そ の 中 で 、 第 12 使 
徒 レ リ エル 戦 で は 、 サ ー ド チル ドレ ン と 使徒 の 精 
神 的 な 接触 が 行なわ れ た と 推測 され る 。 そ の 後 、| 
使徒 と 人 の 接触 を 決定 付け た の が 、 第 15 使 徒 アラ 
エル 戦 で の 弐号 機 と セカ ンド チル ドレ ン に 対す る 、 
可視 波長 光線 に よる 精神 攻撃 で あっ た 。 すなわち 、 
サー ド チ ルド レン と の 接触 に より 、 使 徒 が 人 間 の 
精神 構造 や 深層 心理 の 存在 を 知り 、 そ の 興味 を 探 
求 行動 と し て 現し た の が 第 15 使 徒 で あり 、 そ こ で 
| 得 た 知識 や 経験 を 踏ま えた 上 で 、 第 16 使 徒 は 零 号 
| 機 に 対し て 接触 、 融合 を 試み て きた と も 推測 で き 
ーー 


る の で ある 。 こ の 接触 に よっ て 、 使 徒 は ファ ー ス 
トチ ルド レン の 感情 や 欲求 を "認識 "し た と 思わ れ 
る 。 零 号機 と 接触 後 の 第 16 使 徒 は 、 フ ァ ー ス トチ 
ルド レン の “ 心 の 欲求 "に 沿っ た 行動 (サー ド チ ル 
ドレ ン へ の 接触 、 お よび 融合 ) を 取っ た こと は 、 こ 
の 説 を 裏付け る 事象 で あろ う 

使徒 が 各個 体 で 得 た 知識 や 経験 は 、 個体 を 超え 
て 伝搬 し て いる と いう 見 方 も これ まで の 例 か ら 有力 
と な っ て お り 、 使徒 が 種 全 体 と し て 確実 に 知恵 を 身 
に つけ て いる こと は 明らか で ある 。 この よう に 度 重 | 
な る 使徒 と 人 間 と の 接触 に より 、 使徒 は 死海 文書 
に 記さ れ た 最後 の 使徒 一 第 17 使徒 タブ リス の 形態 
へ と 辿り 着い た と 考え られ よう 


ーーー ーーー ツーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーー ン ーー ニー ニー 
遂 阿 随 


時 第 16 便 徒 ア ルミ サエ ル 強羅 絶対 防衛 線 を 突 

硫 、 大 清谷 上 空 に 滞 
WEVA 零 号機 に 2 全 っ し て いた アル ミサ エ 
旦 フ ァ ー ス トチ ルド レン 還 ル は 、 零 号機 と 交戦 。 
還 強 比 絶 対 防衛 線 及 ファ ー ス トチ ルド レン 
丘 筑 3 新 東京 市 へ の 接触 を 試み る 。 
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強羅 絶対 防衛 線 を 突破 し た 使徒 で あっ た が 、 第 3 
新 東京 市 へ 侵攻 せ ず 大 浦 谷 上 空 に 滞空 。 現場 で 迎 
撃 準備 を 整え て いた 零 号 機 に 葛城 三佐 は 戦闘 態勢 
の まま 一 時 待機 を 指示 する 。 し か し 、 使徒 は 突如 、 
零 号機 へ 物理 的 接触 (具体 的 に は 腹部 侵食 ) を 開始 
する 。 零 号機 の A.T. フ ィ ー ル ド は 通常 通り 展開 し て 
いた が 、 使徒 は これ に 阻ま れる こと な く 、 その まま 零 
号機 の 機体 と 融合 。 その 侵食 は 早く 、 数 分 の うち に 
零 号機 の 生体 部 品 の 5% が 侵さ れ 、 パイ ロッ ト の 肉 
体 に も 影響 が 出 始め た 。 後 方 待機 中 の 弐号 機 に 援 
護 の 指示 が 出る も 、 パイ ロッ ト の 深刻 な シン クロ 率 
低下 に より 起動 に 失敗 その間 に も 零 号 機 と 使徒 
と の 生体 融合 は 進み 、 碗 司令 は 初 号機 の 凍結 を 解 
除 、 出撃 を 命じ た 。 零 号機 援護 に 発進 し た 初 号 機 
だ っ た が 、 これ に 対し て 使徒 は 瞬時 に 反応 。 驚く べ 
きこ と に その 紐 状 体 務 を 初 号 機 の 発進 ボイン ト 付 近 
に まで 伸ばす と 、 初 号機 と も 融合 を 試み る 。 だ が 、 
零 号機 パイ ロッ ト は A.T. フ ィ ー ル ド を 反転 させ 使徒 を 
押さ え 込 むと 、 機体 の 自爆 装置 を 作動 。 零 号機 も 
ろ と も 使徒 は 残 減 さ れ た が 、 その 破壊 力 は 凄まじ く 、 
第 3 新 東京 市 を ほぼ 壊滅 さす て し まっ た の で ある 


使徒 は 出撃 

機体 と 生体 融 な 
その まま パイ ロ 
ト で ある ファ ー ス ト チルド レ 
の 肉体 を も 侵食 


た 。 そし て 


上 状 腫 が ) 0 + 
の 体 に も 出現 し て 


を 鑑み れ ば 、 相 
の ee 人 犠牲 者 も 出 
た と 考え られ る 


セカ ンド チル ドレ ン で ある 
率 は 悪化 の 一 途 
で は 、 つい に 起動 


て いる 。 シン ク 


を 受け た こと が 
化 を 招い た と 考え られ る 


セカ ンド チル ドレ 
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出現 し た 第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル に 対し 、 唯一 出撃 可能 な 状態 に あっ た 零 号機 が 単体 で 迎撃 を 開始 する 。 し か し 、 従来 の 使徒 i 
と は 異な り 、 第 16 使 徒 は 第 3 新 東京 市 中 心 部 へ は 侵攻 せ ず 、 出撃 し た 零 号機 に 対し 、 積極 的 な 一 次 的 接触 を 行なっ て いる 


第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 残 減 ま で の 経緯 


1 使徒 の 出現 

強 座 絶 対 % を 突破 し 、 第 3 新 東京 市 方 向 へ 侵攻 し て いた 
使徒 は 、 大 清谷 付近 達する と 突如 と し て 移動 を 中 止 し 
の 場 ! 作戦 行動 可能 な EVA は 審 号 機 の み 
号機 が 単独 で 現場 へ 向かう 。 NERV は 、 使徒 
AA 迎撃 作 戦 埋 備 と 使徒 の 分 析 。 そ の 結果 、 使徒 の 
が 判明 し て いる 


2 使徒 、 零 号機 ( 改 


本 体 を 環状 形態 か ら 紺 状 へ と 変 1 


) と 接触 

は た 使徒 は 、 圭 号 機 へ 

hi に A.T. フ ィ ー ル ド も 突 さき 

攻撃 され 室 号 機 は 紐 4 

ナイ バ パー ライ フル で ゼロ 距離 射撃 を 敢行 する も 
、 使徒 が 物理 的 に 接触 し た 零 号機 の 腹部 、 お よ 

部 品 の 侵食 が 始ま 


と な 


び 左 手首 より 生 


っ て いる 


3 式 号 機 、 初 号機 の 出撃 

A く 審 号機 は 危機 的 】 、 葛城 三佐 
2 六 体 昔 の まま 付 機 け p っ た 弐号 機 を 緊 
な シン クロ 素 低 下 に より 弐号 機 は 起動 
れ た 。 生体 融合 の 進ん 夫 の 水 衝 が ' 異 
こ 変 容 す る の を 確認 し た 牝 司令 は 初盆 
ま の た め 、 初 号機 が 出撃 する 


4 使徒 、 初 号機 と 接触 

た 初 号機 は 、 ファ ー ス トチ ルド レン 救出 に 出撃 
谷 付近 

i ば し て 第 3 東京 市 内 の 初 号 機 

\ る 。 初 号機 は プロ グレ ッ シ ブ ・- 

ダメージ は 与え ら # いな い 。 結 

ー ド チル ドレ ン の 肉体 に も 生体 融合 が お よび 始め た 


5 使徒 の 残 減 
使徒 の 動き か ら 、 自 身 の 
と 判断 し た ファ ー ス トチ 

休 の 行動 を 抑制 。 この 


意識 と 使徒 の 行動 が シン クロ し て いる 
ドレ ン は 、 A.T. フ ィ ー ル ド を 反転 させ 使 
号機 は 使徒 を 初 号 機 より 分 離さ 


せ 完 全 に 章 和む こと に 成功 する チル ドレ ン 
は AT. フ ィ ー ル ド を 維持 し つつ 自爆 機 の コア 爆 


破 ( 


徒 を 残 減 し た 


初 号機 の 凍結 解除 


機関 を 取り 込ん 
向 も あ 
第 15 全 徒 戦 に の て 提出 
は 第 16 使 徒 


零 号機 を 損失 する 結果 と な 


瞬 後 れ を 取 
機 で あっ た が 、 使徒 を 舞 
むと 、 スナ イ パ ー ラ イフ ル 
で 攻撃 を 敢行 


ュー 
| 
4EVA 初 号機 
第 14 使 徒 戦 の 結果 S* 機 関 搭 
た 初 号機 。 他 の EVA と 異な り 暴 走 * 
自律 再起 動 な ど 不可 解 な 挙動 が 多い 
ー 
©GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 人 委員 会 D25-10 


( 
*。 アル ミサ 
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第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 迎 撃 に 際 し て の 、 目 標 の 位置 と EVA 
各 機 の 展開 状況 を 以下 に 示す . この 図 を 見 て も 、 初 号機 へ の 


攻撃 に お いて アル ミサ エル が いか に 長 距 離 を 瞬時 に 伸展 し た 
か が 見 て 取れ る 


第 3 新 東京 市 


5 初 号機 出撃 地 


二胡 こよ り 初 


アル ミサ エル の 能力 


第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル は 、 出現 時 に は DNA を 連想 させ る 
細長 い 二 重 螺旋 構造 で 、 常に ぼんやり と 発光 用 態 で あ 
っ た 。 た だ し 、 こ の 形態 は 固定 的 な も の で は な く 、 戦闘 時 に 
は 本 体 は 伸縮 自在 の 触手 の よう な 紐 状 と 化し て いる 。 また 、 
物理 攻撃 と 同時 に 攻撃 対象 へ 接触 を 行ない 、 その まま 生体 
融合 を 果す 能力 を 有 し て いる 。 この 接触 は EVA の みな ら ず 
搭乗 者 の 肉体 や 精神 に も 影響 を お よ ぼ し 、 実際 に アル ミサ 
エル と 接触 し 生体 漬 合 を 図ら れ た 零 号機 や 初 号機 の パイ ロ 
ッ ト の 肉体 に は 、 侵食 に よっ て 多数 の 葉脈 状 腫 が 出現 し た 

が 確認 され て いる 。 さら に 零 号機 の パイ ロッ ト と の 融合 が 
果 、 ア ルミ サエ ル の 一 部 は ファ ー ス トチ ルド レン を 
状 に 変質 、 そ の 形状 は 自在 に 変化 で きる よう だ た 


アル ミサ エル の 攻撃 は 、 
EVA の AT. フ ィ ー ル ド を 
も 無効 化し た 。 そ の た 
零 号機 は 最初 の 一 撃 
腹部 へ の 接触 、 侵 

食 を 許し て し まう 


に 上 所 


出現 時 か ら 大 浦 谷 上 空 で 

時 の アル ミサ エ 

ル の 状 6 の 形態 で 定点 

回 転 し つづ け 、 青 と オレ ン 

の 波長 パタ ー ン を 周期 的 に 
変化 させ て し 


戦闘 形態 と 考え られ る 紐 
状 の 状態 。 細長 い 触 手 を 思 
わせ る 行動 を 取り 、 ま た 
サイ ズ も 伸縮 自在 で あり 、 大 
浦 谷 か ら 第 3 新 東京 市 まで 
瞬時 に 伸ばす こと が 可能 。 


零 号機 、 お よび その パイ 
ロッ ト と の 生体 融合 が 進行 し 
た 結果 、 アル ミサ エル の ボ デ 
ィ の 先端 が ファ ー ス トチ ルド 
レン の 姿 を 複製 し た よう な 形 
状 に 変貌 


| 3 | 零 号機 ( 改 ) 配置 地 
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コー 


使徒 通過 地点 / 信徒 滞 
( / | ? 人 8 空地 上 


絶対 防衛 線 を 突破 し た 日 標 


同様 


EF 


零 号機 ( 改 ) 配 置 地点 
し 


が 定 に て 漠 衝 


旋 財 各 紀 和仁 
第 3 新 東京 市 の 被害 


零 号機 の 自爆 に より 発生 し た 膨大 な 爆発 力 は 、 第 3 
新 東 京 市 を ほぼ 呑み 込む ほど 広域 に お よん だ 。 この 結 
果 、 第 3 新 東京 市 の 地表 部 分 は 巨大 な クレ ー タ ー と 化 
し て いる 。 その た め 、 街 と し て の 機能 は 完全 に 消滅 。 辛 
うじ て 被害 を 免れ た 一 般 市 民 は すべ て 退去 し 、 第 3 新 
東京 市 は 事実 上 た と 言っ て よい だ ろう 。 


零 号機 の 自爆 時 に 発生 し 
た 爆炎 は 、 地上 数 百 メー ト 
に まで 達 その 英 大 
な エネ ルギー は 、 第 3 新 東 
京 市 全体 を 破壊 する に は 
充分 すぎ る 威力 で あ - 


爆発 の 影響 で 隣接 する 芦 

ノ 湖 か ら 湖 水 が 流入 し 、 廃 | 
壇 と 化し た 市 街 部 は 完 

に 水没 。 第 3 新 東京 市 の 復 

興 の 可能 性 は 、 ほ ぼ ぽ 失 われ 

た と 言っ て 過言 で は な い 。 
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Ilustration by 


(作戦 報告 


度 重 な る 使徒 戦 に よる 
戦力 の 低下 


第 3 使徒 戦 か ら 数 えて 第 14 戦 目 と な っ た アル ミサ エル 
戦は 、 あ る 意味 で NERV の 戦力 の 療 弊 が 見 える 戦闘 で 
も あっ た 。 セ カン ド チ ルド レン の 心理 ケア の 問題 に 起因 
する 弐号 機 の 活動 不能 と いう 事態 は その 最たる 例 で あ 
ろう 。 また 、 作戦 の 展開 が 後手 に 回 ら ざ る を 
た 原因 の ひと つ に は 、 零 号機 単体 で の 任務 遂 和 
た 。 凍結 と いう 事情 は ある も の の 零 号機 救援 と いう 形 
で の 初 号 機 の 投入 は 、 機 を 逸し て いた 感 も ある 。 こう 
し た 結果 が 零 号 機 の 機体 の みな ら ず 、 第 3 新 東京 市 を 
も 失う こと に 繋が っ た と いえ る で あろ う 


Ke ( 


低下 に 記 因 する 起動 不能 に より 式 号 機 は 戦力 外 と 
また 、 零 号機 救援 と し て 、 急 逮 出撃 し た 初 号 
が ら 充 分 な 戦力 と し て は 機能 し な か っ た 


第 16 使 徒 の 弱 減 は 堆 号 機 が パイ ロ ト ご と 自爆 する と いう 最 
悪 の 方 ょ われ た 。 その 代償 は 零 号機 の 損失 に 留まら 
市 の 消失 と いう 甚大 な も の と な っ た 


ファ ー ス トチ ルド レン の 生存 

ファ ー ス トチ ルド レン が 取っ た 使徒 残 減 の た め の 
手段 は 、 搭乗 する 零 号機 も ろ と も 使徒 を 爆散 させ る こ 
と で あっ た 。 初 号機 と = みた 使徒 に 対し 、 フ 
ァ ー ス トチ ルド レン は A.T. フ ィ ー ル ド を 内 側 へ 反転 させ 
る こと で 、 零 号 機 と すでに 生体 融合 を 果 し た 使徒 の 活 
動 を 抑え 込む と 、 自 爆 プ ログ ラム を 起動 。 EVA の AT 

フィ ー ル ド 発 生 に は 搭乗 者 の 存在 が 不可 欠 で ある た め , 

ファ ー ス トチ ルド レン は 零 号機 と 運命 を 共に する こと と 
な っ た の で ある 。 零 号機 の 自爆 に よっ て ファ ー ス トチ ル 
ドレ ン の 生存 確率 は 皆無 と 思わ れ て いた が 、 爆 心地 か 
ら 離 れ た 場所 で エン トリ ー プ ラグ が 発見 され 、 の ち に フ 
ァ ー ス トチ ルド レン の 生存 が 確認 され て いる 。 し か し 、 自 
爆 時 の 後遺 症 に よる も の な の か 、 サー ド チ ルド レン と 再 
会 時 に は 自ら を 「3 人 目 」 と 呼ぶ な ど 不 可 解 な 言動 や 記 
憶 の 混乱 が 見 られ た 


き 
の > 


れる パイ ロッ ト の 
状態 も 極秘 


うな 反応 を 見 せ た 
アル ミサ エル の ボディ の 先端 が 初 号機 に 絡み つく 。 その 先端 は 、 異様 に ち も フ ァ ー ス トチ ルド レン の 姿 に 変貌 し て いた 
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| ゼー レ に より 拉致 され て し まっ た 冬 月 。 閉 じ 込め られ て 
| いる 暗い 部 屋 に 、 鹿 が 開く 音 が 響い た 。「 君 か 」 振 り 向 いた 
冬 月 の 前 に 現れ た の は 、 加持 だ っ た 。「 さ た で す 。 外 の 
見 張り に は し ば らく 眠っ て も らい まし 致 の 手引 き を し 
た は ず の 加持 が 、 冬 月 の 拘束 を 手早く 解き 始め る 。「 こ の 行 
動 は 君 の 命取り に な る ぞ 」「 真 実に 3 
僕 の 中 の ね 」 い さめ る よう な 冬 月 の 


ミサ ト は NERV 内 の 独房 に や 7 \| が 現れ 、 問題 は 解 ; 
| 安否 を 問う ミサ ト 。「 存 じ ま せ ) か 、 静か 6 


(中 シン クロ 率 の テス ト が 行なわ れる 中 、 アス カ は 幼い 日 の 

3 こと を 思い 出し て いた 。 弐号 機 の 実験 で 精神 月 壊 を 起こ し 
た 母 は 、 人 形 を アス カ だ と 思い 込み 、 う つろ な 笑顔 で 呼び 
か け て いた 。 父親 は そん な 妻 に 見 向き も せ ず 、 愛人 の 女 と 
親 し げ に し て いる 。 そ し て や が て 訪れ た 母 の 死 ……。 浮 か 
ん で くる 苦し い 記 憶 に 眉 を 寄せ る アス カ の 耳元 で 、 リツ コ 
の 声 が し た 。「 聞 こえ る 、 アス カ ? シン クロ 率 、8 も 低下 よ 
いつ も どおり 余計 な こと は 考え ず に ……」「 や っ て る わ よ ! 」 
イラ つい た アス カ は キツ イロ 調 で 叫び 返し た 


修理 で 


2 

0 

1 

5 

年 

加 何 加 

者 
| を > に > 
| 月 人 

を 示 

@ 解 を 

放 れ 

す る 

る 
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DONT BE. 


巨大 な 換気 扇 が 回 っ て 
いる 。 その 前 に 、 ひと り の 
男 が 立っ て いた 。 加 持 で 
ある 。 加持 は 誰か を 待っ 
て いる よう だ っ た 。 や が 


3 | サ 
\ ト っ うう 

帰宅 し た ミサ ト は 、 誰か か ら の 留守 電 が 残さ れ ! は 
て いる こと に 気づく 。「 葛 城 。 真 実は 君 と 共に あ で ) 、 1 し あぁ 
る 。 迷わ ず 進 ん で くれ 。 …… も し 、 も う 一 度 会 え 7 いた 
る こと が あっ た ら 、8 年 前 に 言え な か っ た 言葉 を 


1 本 の 0 所 月 言う よ ! こ れ が 加持 か ら の 最後 の 言葉 。 そう わか 4 
7028 っ て いた ミサ ト は 激しく 鳴 咽 す る の だ っ た < 
っ た じゃ な いか 」 い つも の 涙 
よう に 軽い 口調 で 加持 が た 


口 を 開い た 直後 、 そ の 場 
に 銃声 が 響い た 


な 


放 3 と 


る NERV 本 部 A.D.2015 9 第 3 新 東京 市 


EVA の 修理 が 進め られ 

る 中 、 ミ サト は 日 向 か ら 久々 に 全員 が そろ っ た と いう の に 、 葛城 家 の 夕 食 に は 重苦しい 
EVA13 号 機 まで の 建造 空気 が 満ち て いた 。 や が て 、 ド イツ に いる アス カ の 母 か ら 国 際 電 話 
始ま っ た こと を 知ら され る が か か っ て くる 。 アス カ は シン ジ か 6 ら 受話器 を 取り 上 げ る と 、 打っ 
な ぜ こ の 時 期 に 量産 を 急 て 変わ っ た 明る い 口 調 で 話し 始め た 。 流 坦 な ドイ ツ 語 で 続く 会 話 


ぐ の か が 疑問 に 思う ミサ ト 
予算 も 倍増 され 、 上 層 部 
が 焦っ て いる 気配 を 感じ 
る 。「 な に か が 別 の 目的 が あ 
る の よ 」 ミ サト は 険しい 顔 
つき で そう つぶ や いた 


は 、 ず いぶ ぷん 楽し げに 見 
える 。 電話 を 切っ た あと 、 
「 い いな 、 家族 の 会 話 」 と 
言っ た シン ジ に 、「 ま あ 、 
上 っ 面 は ね 。 表層 的 な 
も の よ 。 本 当 の 母親 じゃ 
な いし 」 と 、 アス カ は 淡々 
と 答え た 。 
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@NERV 本 部 
アス カ は 翌日 の ハー モニ クス 試験 で も 低調 だ っ た 嫌い な レイ と 、 ハー モニ クス 試験 の 帰り の エレ ベー 本 部 内 に けた た まし く 警 報 が 響き 渡っ た 。 第 15 使 
「 ア スカ 、 今 日 、 調子 悪い の よ 。 2 日 目 だ し 」 ミ サト が ター で 乗り 合わ せ て し まっ た アス カ 。 長い 沈黙 の あ 徒 で ある 。 衛星 軌道 上 に 出現 し た 使徒 は 、 本 部 か ら 
か ば う が 、 リツコ は 、 シン クロ 率 は 表層 的 な 身体 の 不 と 、 レ イ が 口 を 開い た 。 心 を 開か な けれ ば EVA は 動 一 定 の 距離 を 保っ た まま 動 こ うと し な い 。 ミサ ト は 零 
調 に 左右 され な いと に べ も な い 。「 問 題 は も っ と 深層 か な い 。 EVA に は 心 が あ る の だ と 。「 機 械 人 形 み た い 号機 に 長 々 距離 射撃 、 弐号 機 に は その バッ クア ッ プ 
意識 に ある の よ ア 、 変更 も や む な な あん た に まで 同情 され る と は 、 この あたし も ヤキ が を 指示 する が 、 アス カ は それ を 不服 と し て 、 勝手 に 弐 

し か し ら ね 」 回 っ た わ ね ! 」「 私 は 人 形 じ ゃ な い 」 号機 を 発進 させ て し まう 


シン ジ に 負け た アス カ の 「 シ ンジ だ けが いれ ば 
プラ イド は ガタ ガタ だ 。 3 ン い の よ | 」 プ ライ ド が ず た 
人 で の 暮らし も も う 限 界 6 ず た の アス カ は 
4 る サ ) | リッ ク に 怒鳴 っ た 


サト は 判断 する が 
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零 号機 は 射程 外 の 敵 
へ 向け て 長 々 距離 射撃 
を 試み た 。 だ が 、 その 攻 
撃 は A._T. フ ィ ー ル ド に 簡 
単に は じ か れ て し まう 。 一 
方 、 リツコ は 、 弐号 機 を 
包む 光 は まる で アス カ の 
心 を 探 ろ うう と し て いる よ 
うだ と 感じ て いた 。「 ま さ 
か 、 使徒 は 人 の 心 を 知 ろ 
うと し て いる の ? 」 


弐号 機 は 活動 停止 し 、 パ イロ ッ ト の 生命 維持 も ちい よい よ 危 険 な 
状況 に な っ て きた 。 ここ で ゲン ドウ は レイ に ロン ギ ヌ ス の 檜 を 使う 
よう 、 指示 を 出す 。 檎 が 地下 の アダ ム に 突き 立て られ て いる こと を 
知る ミサ ト は 、 驚き を 釧 に し た 。 彼女 の 知る 情報 で は 、 EVA と アダ 
ム の 接触 は サー ドイ ン パ 
クト を 引き 起こ す 可 能 性 
が ある の で は な か っ た の 
か ? だ が 、 ゲン ドウ の 態 
度 を 見 て 、 自 分 の 信じ て 
きた こと が 欺 瞳 で あっ た 
こと に 、 ミサ ト は 気づか さ 


2 
0 
1 
5 
年 
ハア レア 地 第 使 ア 
の し 衝 < 回 和 4 四 4 
ク 突 軌 こ を 
ス 道 試 
試 上 み 
験 2 る 
る 出 

J 
け 
る 


ピリ 


A.D.2015 @ 第 3 新 東京 


な か な か 近づい て こない 使 sy 
徒 に アス カ が 業 を 煮やし 始め 
た と き 、 不意 に まばゆい 光 が 
弐号 機 を 包ん だ 。 使徒 が 精神 
攻撃 を 仕掛 け すてき た の で ある 
自分 の 心 の 中 へ 入り 込ま れ 、 
トラ ウマ を 暴 か れ 、 激 し い 苦 
痛 に 悲鳴 を 上 げ る アス カ 。 ミ 
サト は 撤退 を 命じ る が 、 アス カ 
は 苦し みな が ら も 、 か た く な に 
それ を 拒ん だ 。「 い ま 戻る な ら 、 
ここ で 死ん だ ほう が マシ だ われ! 


「 冗 談 じ ゃ な いわ よ 。 EVA 弐 号機 、 発進 し ます ! 勝手 に 地上 へ 飛び 出し 
た 弐号 機 。 だ が 、「 い いわ 、 先行 し て や ら せ ま し ょ う 」 と 、 ト は その まま 
アス カ に や ら せ て みる こと に する 。 これ が アス カ に 与え られ た 最後 の チャ 
ンス な の だ と 、 リツコ ら NERV 職 員 た ち だ け で な く ア スカ 本 人 も 理解 し て 
いた 。「 こ れ を 失敗 したら 、 ん 
弐号 機 を 降ろ され る 。 ミス は 許 
され な いわ よ 、 アス カ 」 ア スカ は 


迎 羅 する た め に ポジ トロ ン 20X ラ 
妥 準 を 敵 の いる 衛星 軌 
道上 へ と 定め た 


耳 wdw ご ご 


@ 第 3 新 東京 市 


に 怪我 は な か っ た ーー /m J 


ビル の 屋上 に うず くま る 彼女 
に 、 ためらい が ち に 声 を か ける 
シン ジ 。「 よ か っ た ね 、 アス カ 」 
だ が 、 ア スカ は 怒 返 
る さい わ ね ! ちっ と も よく な い 
わ よ ! より に も よっ て 、 あの 女 
に 助け られ る な ん て …… っ 」 ひ 
ざ に 顔 を うず め 、 アス カ は 涙 
な が ら に 叫ん だ 。「 嫌 い ! 嫌 
い ! みん な 嫌い ! 大 嫌い シ 
ンジ は 何 も 言え な か っ た 


だ 早い の で は な いか ? 」 密か に 耳打ち する 冬 月 に 、 ゲン ドウ は 委 
員 会 が EVA の 量産 を 始め た いま 、 これ は チャ ンス だ と 答え た 。「 
は 元 に は 戻ら な い 。 だ が 自ら の 手 で 進め る こと は で きる 」 同 じ こ 
ラル ドグマ を 下降 し た 零 号機 は 、 ア ダム と され る 巨人 を 十字 架 に 張り つけ 
て いた 長大 な 槍 を 引き 抜き 、 再 
び 地 上 へ 戻っ て いた 。 投入 態 勢 
を と り 、 は る か 彼方 の 使徒 へ 向 か 
っ て ロン ギ ヌ ス の 槍 を 鋭く 放つ 零 
号機 。 槍 は 空 を 切り 裂 いて 飛び 、 
A.T. フ ィ ー ル ド ご と 使徒 を 粉砕 し 
た 。 使徒 の 消滅 と 共に 弐号 機 は 


た と 日 向 か 


ア 使 レ ロ ゲ 使 プア 
カ 全 8 ンス 徒 ラス 
上 4 使 > さり > 中 > ド 
神 徒 スー 減 を 
円 に 1 う 
は に の け 
か 
け を る 
る 
GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@⑥GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 D25-16 
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TOKYO3 HOUSING FACIUTIES 


D25-17, 


古河 問 と し て の 第 3 新 東京 市 の 変 加 


神奈 川 県 足柄 下 郡 箱 根 町 一 一 第 2 次 怖 都 計画 に 
お いて 「 第 3 新 東京 市 」 建 設 の 当該 地 に 選定 され た 一 
地域 で ある 。 遷都 を 前 提 に 建設 が 進め られ た この 小 
さ な 都 市 は 、 建設 開始 時 か ら 多 く の 人 々 を 迎え 入れ 、 
新た な 生活 園 を 形成 し て いく こと と な る 。 し か し この 
当該 地 は 、 国連 直属 の 特務 機関 で 使徒 残 減 を 主 な 
任務 と する NERV の 置か れる 地 で あり 、 対 使徒 戦 に 
お ける 実質 的 な 「 最 前 線 ]」 と な る べく 選ば れ た 場所 で 
も あっ た 。 国連 主導 で 進め られ る こと と な っ た 建設 計 
画 は 、 当然 な が ら 使 徒 前 来 を 見 越し た も の で あり 、 第 
3 新 東京 市 は 最 先端 の 軍事 技術 を 導入 し た 強固 な 
「 要 寒 都市 」 と な る こと を 義務 づけ られ て いた の で ある 。 

建設 計画 の 進行 上 、 そう いっ た 特殊 な 事情 が あっ 
た た めか 、 第 3 新 東京 市 民 の 生活 の 拠点 と な る 居住 
施設 に つい て は 独自 の 整備 が 進め られ た 。 第 2 次 恩 
都 計画 発動 時 、 既存 の 旧 箱 根 町 の 市 街 地 の 流用 と 、 
「 要 塵 都市 」 周辺 の 住宅 建設 が 並行 し て 進め られ た 
の で ある 。 ち な み に 都 市 中 心 部 に は 最 先端 の 技術 
が 導入 され て いた も の の 、 居住 設備 や 環境 整備 に 


多数 の NERV 関 係 者 と その 家族 が 募ら し て いる 第 3 新 東京 市 保護 者 に あたる 人 間 は 、NERV の 激務 に 追わ れる こと が 多かっ た 


INustration by Takuya lo 


の 


その た めか 、 子 供 た ち が 家事 を こなし て いる と いう 家庭 も 思い の ほか 多かっ た よう だ 


つい て は 後回し に され た 感 が 否め な か っ た 。 そ の た 
め 、 都 心 部 の 機能 は 最 先端 な が ら 、 生活 圏 に つい て 
は その 限り で は な いと いう 特異 な 有り 様 の 都市 が 形 
成 さ れる こと と な っ た の で ある 。 都市 が 成長 し て い 
く 過程 で 新旧 の 施設 が 混合 する こと は 珍し く な い が 、 
第 3 新 東 京 市 は 「 要 塞 都市 ] と し て の 機能 が 重視 され 
た た め 、 その 差異 が 顕著 に な っ た と いう べき だ ろう 。 

ちな み に 西 暦 2015 年 の 第 3 使徒 襲来 以降 、 第 3 新 
東京 市 は 直 度 と な く 使徒 の 侵攻 に 晒さ れ 、 大 規模 な 
被害 を 受け て きた 。 そ し て 、 第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 
と の 戦い に お いて 、 つ い に 第 3 新 東京 市 の 中 心 部 が 
壊滅 的 な 打撃 を 受け 崩壊 。 芦ノ湖 の 水 が 流れ 込み 、 
都市 と し て の 機能 は 完全 に 失わ れる 事態 と な っ た 。 
これ に あわ せ 、 民間 人 は 疎開 する こと を 余儀 な くさ 
れ て いる 。 し か し 、 その 一 方 で 、 一 連 の 使徒 の 侵攻 
に よる 人 的 被害 は 、 思い の ほか 少な か っ た と も 言わ 
れ て いる 。 この 結果 に つい て は 、 避難 シェ ルター な 
どの 設備 の 充実 が 功 を 奏し て いた と 思わ れる が 、 そ 
れ 以 上 に 、 民間 人 (ある い は その 居住 施設 ) が 予め 
危険 の 少な い 地 域 、 第 3 新 東京 市 市 街 地 を 除く 地域 
に 点 在 し て いた こと が 大 き な 要 因 と な っ て いた も の 
と 思わ れる 。 


第 2 次 遅 都 計画 に よ 
り 新 首都 と し て 選定 
され 、 芦ノ湖 付近 に 
て 建設 が 進め られ て 
いる 対 使徒 迎撃 要 替 
都市 
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第 3 新 東京 市 の 建設 
居住 施設 の 準備 


国連 主導 で 進め られ た 第 2 次 遷都 計画 。 その 骨子 
は 主 に NERV 関 連 施設 の 建設 を 中 心 と し た も の で あ 
る 。 さら に 突き 詰め て いえ ば 、 NERV 本 部 施設 を 含む 
ジオ フロ ント 内 部 の 建設 と 、 使徒 を 迎撃 する た め の 
「 要 塞 都市 」 の 建設 計画 だ っ た と いっ て も 過言 で は な 
い だ ろ う 。 た だ し 、 表向き に は あく まで 遷都 を 見 越し 
た 新 都市 の 建設 で あっ た た め 、 人 口 増加 を 見 越し た 
居住 施設 の 建設 も 必要 と な っ た と 考え られ る 。 そ れ 
に 際 し て は 旧 箱 根 町 の 家屋 が 活用 され た の は も ちろ 
ん 、 新た な 居住 施設 の 建設 も 進行 。 2015 年 まで に 
新旧 の 居住 施設 が 準備 され 、 新 た な 住人 一 一 特に 多 
く の NERV 関 係 者 と 、 そ の 家族 を 迎え 入れ る こと と な 

。 ちな み に 都 市 と し て の 第 3 新 東京 市 は 2015 年 に 
至っ て も 建設 中 で あり 、 第 16 使 徒 と の 戦闘 に より 実 
質 的 に 未完 成 の まま 終 揚 を 迎え る こと と な る 。 


て 建設 され 


技術 の 粋 を 結集 し 


新 都 市 と し て の 建設 、 ま た NE 
RV 本 部 の 建 計 り 大 幅 な 
人 口 の 流入 が 予想 され た た 
めか 、 信人 住宅 な ども 通 く 建 
設 さ れ た よう 


Tic 
ath 


エル と の 戦い に お いて 

な 打撃 を 受け た 。 し 

に 位置 し て いた た 

な 数 は 公表 され て いな いも の の 犠牲 者 は さ ほ 
われ て し この 一 例 だ け を 見 て 

も 、 住民 の 生活 が 、 な る べく 使徒 の 脅威 に 晒さ れ ぬ よ 


れる 居住 施設 の ほ 
圏 を 構成 し て いる 


第 3 新 東京 市 に 点 在 す る 
主 な 居住 施設 


第 3 新 東京 市 市 街 地 東部 、 芦ノ湖 東部 を 中 心 に 点 在 する 


在 し て いる 。 な お 、 旧 市 街 と は 基本 的 に 旧 箱 根 町 を 指す が 、 


居住 施設 。 比較 的 新しい 集合 住宅 な ど は 市 街 地 の 東 、 それ 第 3 新 東京 市 市 街 地 周 湖 周辺 に ある 旧来 の 建物 を 
以外 の 一 般 的 な 住宅 は 、 旧 市 街 を 中 心 と し た 広い 地域 に 点 総称 し て 「 旧 市 街 ]」 と 呼ぶ 場合 も ある よう だ 
第 3 新 東京 市 の 主要 居住 施設 


コン フォ ー ト 1 フ 
マン モス 団地 
旧 市 街 


コン フォ ー ト 17 や マン モス 団地 と いっ た 2005 年 以降 
に 建て られ た と 思しき も の や 、 旧 市 街 み な ど に ある 旧来 
の 家屋 。 これ ら の 居住 施設 は 第 3 新 東 京 市 の 各所 に 点 
在 し て いる 。 都心 部 に 
居住 施設 が 存在 し な 
い の は 、 ジ オフ ロン ト 
に 収納 され る と いう 構 
造 上 の 問題 や 、 使徒 の 
侵攻 を 考慮 し た た め だ 
ろう 。 


SRA 


比較 的 新築 に 近い 
分 譲 形 式 の 集合 住宅 


第 2 次 末 都 計画 を 推進 する に あたり 、 移住 し て くる 人 々 の た 
め の 居 住 ーー 一 特に 少な い 土 地 を 有効 に 活用 で きる 集合 
進め られ た こと は 想像 に 難く な い 。 2015 年 に お 


て いな いと され る 第 3 新 東京 市 だ が 、 それ ら の 
成 を 見 て お り 、 NERV 関 係 者 を 中 心 と す 
る 移住 者 用 の 居住 施設 と な っ た 。 第 2 次 遷都 計画 発動 後に 建 
設 さ れ た だ け あ っ て 、 それ ら の 集合 住宅 は 、 旧 市 街 地 の 居住 施 
設 と は 比べ 物 に な ら ない 程 の 真新しい 物件 だ っ た よう だ 


る コン フォ ー ト 17 


葛城 ミサ ト ら が 暮す コン フォ 
ー ト 17。 見 晴らし が 非常 に よ ) 
く 、 建物 自体 も 新築 に 近い 

も の で ある た め 、 相 応 の 価格 

で あっ た と 予想 され る 


第 3 新 東京 市 市 街 地 東部 に 位置 する 「 快 適さ ] を 売り に し た = 
マン ショ ン 。 全 158 戸 。 周辺 に は 市 街 地 中 心 と 周辺 地域 を 結 1 
ぶ 幹 線 道 路 が あり 、 の 便 も よい 。 な お 、 11 階 に ある 一 室 タグ 1 ao 
が ミサ ト の 住居 と な っ て いる ご 【 だ 


ーー イイ 11 階 春 下 部 


ーー コ ン フ ォ ー ト 17 敷居 部 構造 一 


@11-A-2・121 号 室 (見 取り 図 ) 


1-A-2・121 号 室 
| 間取り 


コン フォ ー ト 17 の 11-A-2・121 号 室 は 、 西側 に 位置 する 大 
き な ベ ラン ダ が 特徴 の 物件 で ある 。 そ の 間取り は 2LDK+S 
(納戸 )。 の ち に 科 シン ジ 、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー と 同居 す 


る こと に な る が 、 独り 身 の ミサ ト に は 十分 過ぎ る 広 さ の 住居 だ ! 
っ た と いえ る だ ろう 。 彼 女 が 何 を 意図 し て この 部 屋 を 選ん だ 


か は 不明 だ が 、 NERV に お いて それ に 見 合 
る も の と 考え られ る 

| 玄関 

ダイ ニン グ キ ッ チ ン 
リビン グル ー ム 
ミサ ト の 部 屋 
シン ジ の 部 屋 

| 脱衣 場 / 風 呂 場 


っ た 収入 を 得 て い 


住居 占有 面積 の 広い ミサ ト 宅 


多 人 数 が 集まる の に 十分 な 広 ! 
さ を 有 し て いた H 
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@11-A-2・121 号 室内 部 


ミサ ト 、 シン ジ 、 ペン ペン 、 さら に 後に や っ て きた アス カ が 暮らし て いる 11-A-2・121 号 室 。 
3 人 と 1 羽 が 生活 する の に 不 自由 の な い 程度 の 居住 スペ ー ス を 有 し て いる 。 当然 な が ら NERV 
関係 者 で ある こと を 示す も の は 見 当たら ず 、 室内 の 設備 に つい て も 大 型 冷蔵 庫 (ペン ペン の 
部 屋 ) 以外 に 、 これ と いっ て 特殊 な も の は 見 当たら な い 。 ちな み に 、 シン ジ の 部 屋 は 後に アス 
カカ が 接収 。 変わ り に 4 畳 半 程度 の 納戸 が シン ジ の 部 屋 と な っ た 。 


請 刀 関 


や や 広め の スペ ー ス が 取ら れ て 
いる 玄関 。 突き 当たり は 小さ め の 
納戸 と な っ て いる 。 キー ロッ ク 板 以 
外 に は 、 こ れ と いっ て 特徴 的 な 設 
備 は 見 受け られ な い 。 


キー ロッ ク 板 な ど を 
見 る 限り セキ ュ リ テ 
ィ 面 に も 配慮 が な さ 
絢 れ て いる よう だ が 
| NERV 隊 員 と し て 特 
に 気 を 配っ て いる わ 
け で は な いよ うだ 


NTT FMIHTEUVY 


めき ざと ok 汗 和 NrurYWr 生 注 誕 


き テ ボキ 。 誤 回 内 W 


回 ダイ ニン グ キ ッ テ チン 
玄関 の 先 に ある ダイ ニン グ キ ッ チ 
ン 。 キ ッ チ ン な どの 設備 自体 は 充 
実 し て いる 。 ちな み に リ ビン グ 寄 り 
の 一 角 に は 、 ペン ペン 用 の 大 型 冷 
蔵 庫 が 設置 され て いる 。 


ジ が 同居 する よう に 
な っ て か ら と いう 印象 
が 強い 場所 だ 


RTAINARV ART HN Tt Lt 
人 の とい 2 な に: トド :ia い MIES 


ea | 


回 
回 


リビン グル ー ム 


ゆっ た り と し た 間取り の リビン グ 
ルー ム 。 テ レビ や オー ディ オ 機 器 、 
観葉 植物 な ど が 置か れ て いる が 、 全 
体 的 に は 非常 に シン ブル に まとめ 1 
られ た 空間 と な っ て いる 。 ビ 


シン ジ や アス カ が 同 
居 し て か ら 、 何 か と 人 
が 集まる 場所 に な っ 
た リビン グル ー ム 。 そ 
れ 以 前 に 訪問 し た 者 
は 、 旧友 の 赤木 リツ 
コ 程 度 だ ろう 


1 いい | う 
夕食 に つい て は 、 時 折 リ ビン 
= 時 グ で と る こと も あっ た よう だ 。 


ミサ ト の 部 屋 

ダイ ニン グ と つなが っ て いる 7.5 
時 の 和室 が ミサ ト の 部 屋 だ 。 部 屋 
の 中 央 に 敷 か れ た 布団 が 万 年 床 と 
化し て いる な ど 、 整理 され て いな い 
た め 実 際 よ り も 狭く 見 える 


着衣 や CD と いっ た | 
ーー | も の が 乱雑 に 置か れ 
て いる ミサ ト の 部 屋 
他人 が 入っ て くる こと 
が な いた めか 、 自 室 


整然 と し た 感 の ある 


- ー 室内 。 も と も と 私 物 
リビン グ 横 に ある 6 豊 の 洋室 。 ルル i 
帳面 な シン ジ の 性 質 を 顕著 に 表し だ ろう が 、 見 方 に よっ 
た 整頓 され た 部 屋 で ある 。 な お 、 て は 面白 味 の な い 
アス カ 来 日 後 は 、 私 物 の 多い 彼女 無機 質 な 印象 を 与え 
が この 部 屋 を 強制 的 に 接収 し た に に な いて 


と 風呂 場 。 風呂 場 の 向かい 側 は ト な お 脱衣 場 は 、 洗濯 
イレ と な っ て いる 。 ちな み に ダイ ニ | 物 を 干す スペ ー ス と 
ング と の 仕切 り は カー テン の み と 、 | し て 活用 する こと も 
意外 に 前 時 代 的 な 造り だ 。 に Cu 


ノン sb ゴ a ks 時 \ 

NN cf j i 
脱衣 場 ズ 風呂 場 | ET 
内 | ミサ ト な り の こだわ り 
ほど ほど の 広 さ を 持っ た 脱衣 場 | a 
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都市 建設 に あわ せ て 建て られ た 


特殊 な 集合 住宅 に 建設 され た 居住 施 


2005 年 か ら 女 ビッ チ で 進め られ た 第 2 次 末 都 計画 。 大 量 の 
作業 員 を 導入 し た 同 計画 に お いて は それ ら の 人 員 の た め の 居 
住 施設 の 設置 も 急務 と され 、 事 実 、 市 街 地 に 程 近い 場所 に 大 
規模 な 集合 住宅 が 建設 され た 。 た だ し 、 大 規模 な 建設 作業 の 
終息 が 見 込ま れ た 段階 で この 特殊 な 集合 住宅 は 不要 の も の と 
な り 、 徐々 に 解体 作業 が 進め られ る 運び と な っ た よう だ 。 ちな 
み に 2015 年 に お いて 、 マン モス 団地 の 居住 者 は ほぼ 皆無 と さ 
れ て いる 。 た だ 、 その 意図 する と ころ は 不明 だ が 、 EVA 適格 者 
で ある レイ は この マン モス 団地 の 一 室 で 暮らし て いる と いう 


気配 は 感じ られ ず 、 隣接 する 
道路 に も と ころ どこ ろ に 重 裂 
識見 時 りら れる 。 市 街 地 に 程 
上 W 近い 場所 に あり な が ら 、 ま さ 
に ゴー スト タウ ン と いっ た 様相 
を 呈し た 場所 だ 


る レイ の 部 屋 


及び ジオ フロ ント 内 部 の 建 3 され た 。 マン モス 団地 は 彼ら の た め 


設 で ある , ちな 称 で あり 、 正式 な 名 称 は 不明 で ある 


@ マ ン モ ス 団 地 


いずれ 解体 する こと を 前 提 に 建設 され た た めか 、 住宅 団 
地 の 意 匠 は 無機 質 な も の だ 。 各戸 に 備え 付け られ た イン 
ター ホン は 、 現状 で は 機能 する か も 怪し い 状 態 で ある 。 


1 マン モス 団地 廊下 部 


ー マ ン モス 団地 外観 


も と も と は 建設 作業 員 の た め に 用 意 され た 部 屋 で ある た 
め 、 設備 は 必要 最低 限 と いっ た 感じ の 居室 。 壁面 は コン 
クリ ー ト が 打ち 放し の 状態 と な っ て いる 。 


= 見 『 
il 8 | る 

"一 畜 剛 回 洗面 台 EA チェ スト ! 

| 回 ユニ ッ ト バ ス 回 クロー ゼット 回 ベッ ド | 

| 回 キッ チン 回 冷蔵 庫 洗濯 機 


モス 団地 内 の レイ の 部 屋 。 その 間取り は 単身 者 用 の ワン ルー ム と い 
ころ 。 キッ チン や ユニ ッ ト パ ス な ど 、 生活 する うえ で 必要 最低 限 の 設備 は 整っ て 
いる 。 た だ 、 レ イ の 性 質 も 影響 し て いる の か 、 調度 品 な ど は 極端 に 少な い , 


旧 市 街 を 中 心 に 立ち 並ぶ 
前 時 代 的 な 居住 施設 


第 3 新 東京 市 の 人 工 ブ ロッ ク 部 と その 周辺 、 さ ら に 芦ノ湖 
周辺 の 地域 に は 、 2005 年 以前 か ら あ - 思しき 居住 施設 
が 残っ て いる 。 旧来 の 家屋 が 建ち 並 並み は 独特 の の ど 
か な 雰囲気 を 醸し 出し て いる が 、 これ ら は 「 都 市 建設 計画 か ら 
外れ た 施設 」 と も いえ る も の で あぁ り 、 市 街 地 と 比較 し て 「 前 時 
代 的 な 建物 の 集合 体 ] と いう 見 方 も で きる 。 市 街 地 の 施設 が 
重要 視 さ れる 一 方 で 、 隣接 する 地域 に つい て は さほど 手 を 加 
えら れ な かっ いう 事実 は 、 第 3 新 東京 市 建 画 が 特異 


で あっ た こと の 証左 と いえ る だ ろう 


時 代 を 感じ させ る 旧 市 街 の 街 
並み 。 芦ノ湖 東部 、 南部 は 
第 2 次 遷都 計画 の 建設 予定 
地 に は 加え られ な か っ た の か 
市 街 地 と は 大 きく 異な る 雰 囲 
気 を 醸し 出し て いる 場所 が 多 
く 残 され て いる 


適格 者 た ちの クラ ス メ イト で あ 
る ヒカリ の 家 は 、 外観 を 見 る 
限り 新 染 の 家屋 と は 考え に く 
い 。 コン フォ ー ト 17 な ど と は 異 
な り 、 第 3 新 東京 市 の 建設 と 
は 連動 し て いな い 家 屋 で ある 
よう だ 


ほとん ど 連 動 し て いな 


@ ヒ カリ の 部 屋 @ ト ウジ の 部 屋 
年 頃 の 少女 らし さと 委員 長 ら し い 生 真 面目 な 性 質 が それ な り に 整 紹 され て 
影響 し て いる も の と 思わ れる 、 清 津 感 溢れ る ヒカリ の 部 いる も の の と ころ どこ ろ に 
屋 。 壁面 や 天井 の 素材 を 見 る 限り 、 や は り 新築 で は な 雑誌 が 放り っ ぱな し に な 
く 、 旧来 の 家屋 と いっ た 雰囲気 が ある 。 っ て いる な ど 、 少 年 らし 


い 乱雑 さも 見 受け られ る 
トウ ジ の 部 屋 。 宰 の 意匠 EE 
や 柱 が 表 出 し た 壁面 な ど と の 人 性格 を 反映 し た 飾り 
は 、 旧来 の 家屋 らし い 内 気 の な い 部 屋 。 ケ ンス ケ が 訪 
装 と いえ る だ ろう 。 れる こと も 多かっ た よう だ 


= 
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EVA 活動 限界 
| 
LIMITATION OF ACTIVITY OF EVA 


西暦 2015 年 、15 年 ぶり に 姿 を 現 わ し た 人 類 の 敵 
と され る 未知 の 生命 体 、 使徒 。 その 間 威 に 対抗 し 得 
る 人 類 唯一 の 戦力 が 、 国連 直属 の 特務 機関 NERV 
が 所 有する 汎用 人 型 決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン 
ゲ リ オ ン で ある 。 

その 兵器 と し て の メカ ニズム は 明らか に され て い 
な い が 、 EVA を 稼動 させ る 原動力 は 電気 エネ ルギー 
(= 電力 ) で ある と され て いる 。 比較 的 生み 出し や す 
い エ ネル ギー で は ある が 、 その 消費 量 は 膨大 で あり 、 
EVA 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる 内 部 電源 に 収め られ た 次 
電 量 は わずか 1 一 5 分 程度 で 消費 され る 。 この 内 部 
電源 の 消 尽 に よっ て EVA が 稼動 不能 に な る こと が 
[活動 限界 」 と 呼ば れる 兵器 と し て の EVA の 限界 で あ 
り 、 これ を 克服 する こと が EVA の 運用 に お ける 命 
と いえ る も の だ っ た 。 し か し 、 その 道のり は 平坦 な も 
の で は な く 、 計画 の 責任 者 で ある 赤木 リツ コ 博 士 
で すら 1~5 分 程度 の わずか な 稼働 時 間 を 得る こと 
が 、「 私 た ちの 科学 の 限界 」 と 口 に し て いる 。 技術 の 


IMITATION OF ACTIVITY OF EVA 
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EVA が 活動 する た め の 電 力 供給 源 が 内 部 電源 に 切り 替わる と 、 残り の 活動 可能 時 間 が カウ ント ダウ ン き れ て いく 
その 時 間 が 0 に な る と EVA は 活動 限界 を 迎え 、 その 活動 を 完全 に 停止 する と され て いる 。 


粋 を 結集 し て その 問題 点 を 解決 すべ く 寿 走 し た 
NERV は 、 使徒 と の 交戦 中 に 活動 限界 を 迎え る こと 
が な いよ う 、 安定 し た 電力 供給 シス テム を 模索 。 第 
3 新 東京 市 の 市 街 地 を 主戦 場 と 定め 、 そ こ に 大 量 の 
外部 電源 一 - ア ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル を 収め た 電源 
ビル を 設置 する こと で 、 これ に 対処 する 。 し か し 、 ア 
ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル は あく まで 外部 電源 で あり 、 
様々 な 要因 に よっ て 供給 を 断 た れる 可能 性 を 争 ん で 
いた 。 さら に 他 の 地域 が 戦場 に な っ た 場合 、 流用 が 
難し いな ど ハ ー ド と し て の 問題 点 も 多かっ た 。 

そん な 折 、 NERV は 思わ ぬ 形 で 新た な 可能 性 を 入 
手 す る 。 EVA 初 号 機 が 残 減 し た 第 4 使徒 か ら 、 使徒 
の 動力 源 と され る S* 機 関 (スー パー ソレ ノイ ド 和 機関 ) 
の サン プル を 入手 し た の で ある 。 この サン プル は ド 
イツ 支部 に て 修復 され た の ち 、 米国 第 2 支部 に お い 
て 搭載 実験 に 流用 され る 。 実験 自体 は 失敗 に 終わ 
り 使徒 獲 減 を 担う EVA に 同機 関 が 搭載 され る こと は 
な か っ た も の の 、 その デー タ は EVA 量産 機 に 搭載 さ 
れ た 同機 関 に 流用 され る こと と な る 一 一 。 

ちな み に 、 EVA 初 号機 は 、 第 14 使 徒 ゼル エル と の 
交戦 中 に 活動 限界 を 迎え る と いう 危機 に 直面 し た 。 


その 危機 を 救っ た の は 初 号 機 自 身 の 暴走 で あっ た 
が 、 結果 的 に 第 14 使 徒 を 残 滅 。 きら に その 身体 を 捕 
食し た こと に より 、 初 号機 は S* 機 関 を 入手 する こと 
と な っ た 。 一 部 の 人 間 が 秘密 裏 に 完遂 を 目指 し て い 
る 「 人 類 補完 計画 ] の シナ リオ に お いて 、 NERV が 所 
有する EVA 初 号機 が S* 機 関 を 取り 込む と いう 事態 
は 、 想定 され て いな か っ た 。 た だ し 、 実質 的 に 「 人 類 
補完 計画 」 の シナ リオ を 遂行 する 立場 に あっ た 碗 ゲ 
ンド ウ 、 冬 月 コウ ゾウ は 、 あく まで 予定 の 範囲 内 で あ 
っ た か の よう な 言動 を 見 せ て いる 。 そ の 意図 する と 
ころ は 定か で は な い が 、 EVA 初 号機 が 活動 限界 を 超 
越し た 存在 と な っ た こと は 、「 人 類 補 完 計 画 」 の シナ 
リオ に 大 き な 影 響 を 及ぼ す 重 要 な 出来 事 で あっ た と 
推測 で きる 。 


EVA 使徒 戦 の 切り 札 と さ 
アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル れる 人 型 兵 器 。 量産 
杜 を 含む 14 機 の EVA 


量 走 の うち 、 堆 号機 、 初 
] 号機 を NERV 
本 部 が 所 有 し て いる 。 


テ ベ タナ ブナ ポ 9 か = ド 


echnolog 


E 安 
V 定 
A し 
専 だ | 季 還 時 の 動力 源 と し て 、 電力 を 
円 必要 と する EVA。 対す る 使徒 は 、 
力 | 碗 | 急 外 な く 無尽 蔵 の 動力 源 「S* 機 
1 関 」 を 有 し て お り 、 それ に 対抗 する 
給 EVA に も 、 長 時 間 の 稼動 を 可能 
し を と する 電力 供給 シス テム が 用 意 さ 
る | れ た 。 な お 、 使 用 され る 電源 の う 
ム | 、EA に た 内蔵 さ れ た [内 部 電源 」 
が 最後 に 使用 する 動力 源 と な る 。 
この 電力 が 消 尽 され る と EVA は 稼動 を 停止 し て し 
まう た め 、 アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル や 非常 用 電池 と い 
っ た 「 外 部 電源 」 が 開発 され 、 メイ ン の 電力 供給 シス 


テム と し て 使用 され る こと と な っ た 。 ちな み に 、 活動 限 
界 に 達する まで の 残り 時 間 は 、 主 電源 供給 シス テム 
の モニ ター 画面 上 に 表示 され 、 これ が 実質 的 な 使徒 
戦 の タイ ムリ ミッ ト と され る こと も 多かっ た 。 


電源 ビル か ら ケ ー ブ ル を 引 
き 出 す 弐 号機 。 第 3 新 東京 
市 の 市 街 で あれ ば 、 ほ ぼ 無 
限 の 稼動 が 可能 で あっ た 。 


NN 名 電源 失 示 時 は 、 内 部 
電源 か ら の 電力 供給 を 信 
断 。 非常 時 に 備え 、 電 力 を 


電力 供給 シス テム と し て の 内 部 
電源 は 、 EVA を フル 稼動 する と わ 
ず か な 時 間 で 活動 限界 に 達し て 
し まう も の だ っ た 。 その た め 戦 闘 
時 に は 主 に 外部 電源 が 使用 され 
た が 、 アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル は 
EVA の 移動 に 制限 を 与え る も の 
で あっ た 。 また 、 非常 用 電池 に つ 
いて は 移動 に 配慮 され て いた が 、 
連続 稼働 時 間 に 若干 難 の ある 装 
備 で あっ た 感 は 否め な い 。 戦略 を 練る 作戦 部 に お 
いて は 、 これ ら の 特徴 を 踏ま えて 作戦 を 立案 する 必 
要 が 生じ た で あろ うこ と は 想像 に 難く な い 。 


メイ ン の 電力 供給 源 で ある 
アン ピリ カル ・ ケ ー ブ ル も 、 
取り 回 し が 悪い な どの 欠点 
も 多かっ た 。 


邊 一 吾 代 大 9 


ト PNINN 癌 放 寺 員 恒 搬 や こく m 


国 第 2 支部 で は 8 機関 搭 

+4sec 載 実験 が 行なわ れ た 。 し か 
に | し 実験 は 失敗 。 半径 89km 
| 詩 | 内 の 施設 が 消滅 し た 。 


HMITATION OF ACT 


EVA 専用 の 電源 設備 

対 使徒 戦 用 の 切り 札 と し て 開発 され た EVA。 その 稼動 に 際 
し て は 、 相応 の 電力 が 必要 と な る 。 無論 、 戦闘 が 長 時 間 に 及 
ぶ こ と も 念頭 に 入れ る 必要 が あっ た た め 、 専用 の 電源 設備 、 
装備 の 充実 は 必須 で あっ た 。 

戦闘 に 際 し て メイ ン の 電源 と し て 活用 され た の は 、 常に 電 
力 を 供給 で きる 外部 電源 、 アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル で ある 。 そ 
の 機構 は 電源 コー ド の よう な も の で あっ た た め 、 第 3 新 東京 市 
と いう 都市 ぐる み の 環境 整備 が 行なわ れ た 。 


EVA に 電力 を 供給 する アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル 。 三 
極 の ソケット 部 は 、 EVA の 背中 に 接続 する 仕組 み に 
な っ て いる 。 へ その 緒 を 意味 する 重要 な 設備 で 、 第 3 
新 東京 市 の 各地 に ケー ブル が 収納 され た 電源 ビル が 
建て られ て いた 。 な お 、 NERV は 装着 に 際 し て 運用 す 
る 特殊 車両 な ども 有 し て いた よう だ 。 


Ca 
マ ア ン ビ ピリ カル ・ ケ ー ブ プル 接続 部 。 っ 
(ソケット 部 ) 


各種 電源 と 基本 的 な 活動 時 間 

EVA を 稼動 させ る た め に 用 意 され て いる 外部 電源 。 アン ビ 
リカ ル ・ ケ ー ブ ル は 接続 状態 で あれ ば 電力 を 供給 し 続け 、 無 
限 の 稼動 が 可能 と な る 。 対し て 非常 用 電池 は 、 EVA の 稼働 
状況 に より 多少 の 誤差 が 発生 する よう だ が 、 お お むね 5 一 10 
分 程度 の 稼動 が 可能 と 思わ れる 。 また 、 EVA は これ 以外 に 
も 内 部 電源 を 有 し て お り 、 外部 電源 か ら の 電力 供給 が 断 た れ 


アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル 
や 非常 用 電池 を 利用 し 
な い 、 あ る い は それ ら か 
ら の 電力 供給 が 断 た れ 
た 場合 、 内 部 電源 が 電 
力 の 供給 元 と な る 。 その 
ss ーー で | 電力 供給 も 途切れ た 場 
合 に は 、 EVA が 活動 を 
ーー- 1 停止 する 。 


基本 的 に NERV 本 部 を 目 

指し て 侵攻 し て くる 使徒 。 
| 主戦 場 と し て 建設 され た 
第 3 新 東京 市 の 各所 に は 
ケー ブル が 多数 用 意 さ れ 
て お り 、 EVA は 次 々 と ケ 
ー ブ ル を 付け 替え つつ 移 
動 で きた 。 


ーー ー | 

アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル が 接続 で き な い 状況 で 

は 、 非常 用 電池 が 活用 され た 。 た だ し 、 非常 

に 限定 され た 状況 の み で 使用 され る も の だ っ 

た よう で 、 その 使用 頻度 は 少な か っ た 。 
EVA 専用 非常 用 電池 し 


マ EVA 電 源 装着 トレ ー ラ ー 


部 電源 で の 稼動 に よる 活動 可能 時 間 が 「 活 動 限界 ] と 呼ば れ 
る も の で 、 こ の 限界 時 間 は 稼働 状況 や 起動 時 の 蓄電 量 な ど に 
より 多少 の 誤差 が 発生 する よう だ 。 

ちな み に 後 に 、 こ れ ら の 電源 と は まっ た く 異な る 永久 機関 
S* 機 関 ] と 呼ば れる エネ ルギー 供給 源 が NERV の 手 に よっ て 
開発 され る が 、 本 部 が 所 有する 零 号機 、 初 号 機 、 弐号 機 が こ 
れ を 搭載 する こと は な か っ た 。 


| 「 活 動 限界 ] を 越え た 後 
の 稼動 に つい て 、「 あ り 得 
な い 」 と いう リツ コ 。 た だ 
| で きえ 謎 に 包ま れ た 存在 
の EVA だ 
メカ ニズム に つい て も 解 
明 さ れ て いな い 不 透明 な 
部 分 の ひと つ で ある 。 


@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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対 使徒 戦 と 活動 限界 

電力 供給 を サポ ー ト する 様々 な 装備 が 用 意 さ れ て いる も の 
の 、 突如 襲来 する 使徒 と の 戦い に お いて は 、 それ ら を 利用 で 
き な い 状況 に 陥る こと も ある 。 特に 初 号機 に つい て は 、 内 部 
電源 に よる 電力 供給 の み で 戦う 機会 が 多く 、 実際 に 活動 限 
界 を 迎え る ケー ス が 多かっ た 。 な お 、 以降 で 紹介 する 対 第 4 
使徒 戦 に お いて は 5 分 、 対 第 14 使 徒 戦 に お いて は 2 分 程度 が 
活動 限界 と な っ て お り 、 後 者 に つい て は 戦闘 中 に 活動 限界 を 


メ 
活動 限界 を 迎え る こと は 、 
実質 的 な 「 戦 闘 不能 」 状 
態 を 意味 する 。 第 14 使 徒 
と の 戦闘 中 に 活動 限界 を 
迎え た 初 号機 は 暴走 に よ 
り 事 な き を 得 た も の の 、 非 
常に 危険 な 状況 に 置か れ 


迎え る と いう 非常 に まれ な ケー ス で あっ た 。 


て いた と いえ る 


ge 第 1 例 簡 状 の 身体 に 、 球状 の 腕 部 を 持つ 使徒 。 

初 号機 は 第 3 新 東 京 市 で これ を 迎え 撃つ た 。 

車 王 戦闘 突入 時 に 接続 され て いた アン ビリ カル ・ 
撃 目標 


第 4 使徒 ジャ ムシ エル 


と っ 


ケー ブル は 、 使徒 の 攻撃 を 受け て 切断 。 以降 
は 内 部 電源 の み で の 稼動 を 余儀 な くさ れ た 。 
その 際 の 活動 限界 は 5 分 で あっ た た め 、 ゲイ 
ン を 利用 し て 稼動 し て いた も の と 思わ れる 。 
ちな み に 、 第 4 使徒 は ほぼ 無傷 で 沈黙 し た 


ON dl 活動 限界 を 考慮 し て 
> や | 撤退 を 指示 す 

ト 。 し か し レシ ンジ は こ 
の 命令 を 無視 し 、 合 
徒 に 向かっ て いく 。 


使徒 と 相対 する 初 号 


た め 、 使 待 の サン プル と し て NERV に 回 収 さ = 信和 送還 陸 
れる 。 同時 に コア の 一 部 も 回 収 され 、S' 機 関 。 と いう 、 薄 水 を 中 お より 
の サン プル と し て 解析 が 行なわ れ た 。 うな 戦い で あっ た 。 
| だ | 初 号 機 、 反 者 の 独断 で 
| 使徒 に 向かい 突進 。 
NN. 
A | | 補 号機 、 合 和 
N NN に 接近 。 プロ 
: * | グレ ッ シ ブ ・ ナ 
交戦 中 、 ア ン ピ リ カル ・ ケ ー ブ ル 葛城 ミサ ト 、 民間 人 イフ に て 使徒 
断線 。 内 部 電源 に 切り 震え 。 の 収容 を 指示 | の コア を 攻撃 。 
00.30 01.00 02.30 0300 初 号機 、 活 動 停止 。| 
| 交戦 中 に 民間 人 を 発見 | 使徒 、 完 全 に 沈黙 。 
loi | 05.00| 
| 
| 
| 
| | 
| 落城 ミサ ト 、 / Wu 
撤退 を 指示 。| て 「、 


ee 第 2 例 帯状 の 鋭利 な 腕 部 と 、 強固 な 体 表面 を 持 
つ 使 徒 。 初 号 機 は NERV 本 部 内 に て これ を 迎 
撃 目 標 撃 。 EVA 射出 用 の リフ ト を 利用 し 、 建物 の 外 

し 


第 14 使 徒 ゼル エル 


に 戦場 を 移し た 。 切 刺 戦闘 に 突入 し た た め 、 


アン ピリ カル ・ ケ ー ブ ル や 非常 用 電池 な ど は 利 
用 し て お ら ず 、 内 部 電源 の み で 稼動 し て いた 。 
この 第 14 使 徒 戦 に お いて 、 初 号機 は 2 分 程 
度 で 活動 限界 を 迎え た が 、 これ は 直前 まで 綾 
波 レ イ 、 ダミ ー プ ラグ で の 出撃 を 模索 し た こと 
や 、 NERV 本 部 内 の 壁 を 破る と いう 激しい 活 
動 を 行なっ た こと な ど が 原因 と 思わ れる 。 


リフ ト に て 第 14 使 徒 
と 共に NERV 本 部 外 
に 射出 され た 初 号機 。 
圧倒 的 な 攻撃 力 で 敵 
を 康嗣 する が ・ 


活動 限界 を 迎え 、 無 
防備 な 状態 で 使徒 の 
攻撃 を 受け る 初 号機 。 
その 危機 を 救っ た の 
は 暴走 で あっ た 。 


( コ 


初 号機 及び 使徒 、 | 
リフ ト に て 射出 。 


| 初 号機 、 第 1 発令 所 
| に て 使徒 と 交戦 。 


| 初 号機 、 左 腕 破 損 。 


ト 
プク 
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[14 
初 号機 、 使徒 を 確保 し 
| 打撃 等 で 攻撃 。 


で 


初 号 機 、 活動 停止 。 


対 使徒 戦 に お ける 作戦 内 容 
は 、 当然 な が ら 使徒 の 行動 、 攻 
撃 パ ター ン な ど を 分 析 し た の ち に 
発案 され る 。 そ の 中 に は わずか 
な 時 間 で 遂行 可能 な も の も あっ 
た が 、 1 一 5 分 と いう 活動 限界 内 
で の 決着 を 見 込ん だ 作戦 は 少な 
く 、 基本 的 に EVA は 外部 電源 を 
メイ ン と し て 運用 する こと と な っ て | 
いた よう だ 。 


沈 医 導 間 導 


( 迎 剛 らら く m の て な 証 畠 滑 


な お 、 すべ て の 使徒 戦 を 備 農 し た 場合 、 初 号 機 の 
暴走 は 、 す べ て 活動 限界 を 迎え た 場合 を 含む 「 戦 闘 
不能 時 」 に 発生 し て いる 。 この 一 例 を 見 て も 、 活動 
限界 が 設定 され る と いう 状況 は 大 き な リ スク を 背負 
うこ と と 同義 で あり 、 緊急 時 を 除い て 避け る べき 状 
態 で あっ た と いえ る だ ろう 。 


内 部 電源 か ら 供給 きれ る | 
電力 を 使い きり 、 活 動 限 界 
を 迎え た 初 号機 。 本 来 な 
ら ば 戦闘 中 に 活動 限界 を 
迎え る こと は 、 事実 上 の 敗 
北 を 意味 する 。 


使徒 と の 戦闘 に お いて 、 最 
走 す る こと が 多い 初 号機 。 
第 12 使 徒 の 虚数 空間 内 部 
に 取り 込ま れ た 際 に も 、 十 
数 時 間 経 過 後 に 暴走 し 、 
自力 で 脱出 し た 。 


号機 の 活動 限界 


よ 
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テク フロ ジョ ツジ ・ EVA 活動 限界 
echnology Sheet 上 謙 MrAnoNoFAcnvryoFE 


lustration by Takuya | 


更 無 
な 限 
ーー 
中 本 | 先 に 述べ た 通り 、 アン ビリ カ 
ネ 人 ル ・ ケ ー ブ ル を メイ ン と し た EVA 
座 l 本 の 運用 に は 、 取 り 回 し や 設置 
間 能 || 所 と いっ た 様々 な 問題 点 が あっ 
本 た 。 その た め 、 NERV は 早い 段階 
明記 聞 | 5 新た な エネ ルギー 源 と し て 、 
現 葛城 博士 が 提唱 し 、 研究 が 進め 
られ て いた S* 機 関 に 着目 。 第 4 合 


徒 か ら 入手 し た サン プル の 解析 
を 進め 、 EVA に 搭載 可能 な S* 機 関 の 開発 を 進め た 。 
これ に より 一 応 の 完成 を 見 た S* 機 関 は 、 EVA4 号 機 
へ の 搭載 実験 を 経て 問題 点 を 修正 、 EVA 量産 機 に 
搭載 され た 。 な お 、 量産 機 に 搭載 され た S* 機 関 は 、 
無限 の 活動 時 間 を 与え る エネ ルギー 源 の 役割 だ け で 
な く 、 驚異 的 な 自己 修復 能力 を も 司 っ て いた 。 その 
能力 は 使徒 が 持つ S: 機 関 と 同様 の も の で あっ た よう 


だ 。 

ゼー レ が 所 有 し て いた と 

言わ れる すべ て の EVA 量 

族 機 は 、 動 力 源 と し て Ss 

機関 を 搭載 し て いた 。 

| rs 

| NM 

| SR 

| に 第 14 使 徒 を 捕食 する こと 

| 議 計 で 、 S* 機 関 を 直接 取り 込 

Fi ん だ 初 号機 。 以 降 は 活動 
ーー | 時 間 が 無限 大 と な っ た 。 


特記 事項 
活動 限界 の 先 に ある も の | , 


た 通 ! 


れ 
れ た EVA が 、 自 
も 4 
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の 


ブラ ッ ド タイ プ 


NERV が 対象 を 分 析 し た 際 の カテ ゴ ラ イ ズ に 用 いら れる 。 ブ 
ラッ ド タ イ プ ブ が 青 の 場合 は 使徒 、 オ レン ジ の 場合 は 不明 ( 使 
徒 と 断定 で き な い ) 。 対象 の 波長 な どの 解析 は MAGI に よっ 
て 行なわ れ 、 ブ ラッ ド タ イ プ が 判断 され る 。 外見 上 、 明らか 
に 使徒 と 考え られ る 場合 で あっ て も MAGI に よる ブラ ッ ド タ 
イブ の 判断 が 優先 され る よう で ある 。 た だ し 、 総 司令 の 決 
定 に より オレ ンジ の 対象 を 使徒 と 認定 し た 例 も ある 。 ブ ラ 
ッ ド バ パター ン と は ほ ば 同義 語 。 な お 、「 ブ ラッ ド タ イ プ ] と 


は 血液 型 の 意 。 パ ター ン ・ 青 、 パ ター ン ・ オ レン ジ も 参照 


対象 の 解 4 


) 結 果 、 遺伝 子 に 類する 配列 パタ 
れる 図 が 表示 され 、 ブ ラッ ド タ イ プ に より 使徒 か 
けさ れる 
| 
C | フリ ゲー ト 


軍艦 の 艦 種 の ひと つ 。 国家 の 運用 方 針 な ど に より フリ ゲー 
ト の 定義 は 違う た め 明 確 に 定義 され て は いな い が 、 一 般 的 
に は 駆逐 艦 よ り 小さ く 満 載 排水 量 2.000 一 4.0001 程 度 の も の 
を 指す こと が 多く 、 軽 駆逐 艦 と も 呼ば れる 。 作 業 用 の た め 
か 、NERV 本 部 の ある ジオ フロ ント の 地底 湖 と ター ミナ ルド 
グマ 最深 部 に ある L.C.L. プ ラン ト に 停泊 し て いる 。 な お 、 地 


底 湖 の 艦 に お いて は 、 戦 略 自 衛 隊 の 攻撃 か ら 身 を 守る た め 
EVA 弐号 機 に よ 
て ロケ 


て 盾 代わ り に 使わ れ 、 そ の あと 武器 と し 
トラ ンチ ャ ー 車 両 な ど に 投げ つけ られ た | 


国連 軍 太 平 洋 艦隊 の フリ ゲー ト は 、 第 6 使徒 ガ ギ エル に よっ て 沈め | 
られ た 艦 や 自沈 する 戦艦 の 漂流 者 救助 の 任 た っ た 


| ウル ー ポ ックス 


NERV 本 部 内 に ある 施設 の ひと つ 。 B 棟 の 地下 、 シ グマ ユニ 
ッ ト に 隣接 し て 配置 され て いる ー ト パイ ロッ ト 実 
験 が 行なわ れ て いた が 、 第 11 使 徒 イ ロウ ル の 侵食 を 受け た 
こと に より 廃棄 され た 。 な お 、 プ リブ ノー ボッ クス と は 分 子 
生物 学 用 語 で あり 、 原 核 生物 の 遺伝 子 に お いて 、RNA ポ ボリ 
メラ ー ゼ に よる 転写 が 開始 する 位置 の 、 上 流 10 塩 基 対 の 位 
に みとめ られ る 共通 塩基 配列 の こと を 指す 。 こ れ は ば 発見 者 | 


| ロタ レッ シテ ティ ッ 


型番 は PK-01。EVA が 使用 する 武器 の ひと つ 。 略称 は プロ 
グ ・ ナ イフ 。 近接 戦闘 に お いて 使用 され る コン バッ トナ イフ 
状 の 武器 で 、 左肩 の ウェ ポン ・ ベ イ に 内 蔵 さ れ て いる 。 高 振 
動 粒子 の 刃 を 持ち 、 接 触 す る 物体 を 分 子 レ ベル で 切断 する 
こと が 可能 。 EVA 初 号 機 の ほか EVA 零 号機 が 装備 し て いる 


リー チ は 短い が 、 そ の 
分 小回り が 利く 武器 
と し て 使用 頻度 は 高 

使徒 に 対し て の 


な っ た こと 


| プロ タレ ッ シ テ ナイ フ (⑳ 


型番 は PK-02。EVA 弐 号機 が 使用 する 武器 の ひと つ 。EVA 
初 号機 が 用 いる プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ と 同じ く 高 振動 粒子 
の 刃 を 持つ が 、 そ の 形状 は ドイ ツ 支 部 に て 改良 され た カッ 
ター ナイ フ 状 の も の で ある 。 替 刃 が 装填 し て ある た め 、 破 損 
し た 部 分 の 刃 を 押し 出す こと で 新しい 刃 を 出す こと が で き 、 
刀身 の 長 さや 切れ 味 を 損なう こと は な い 。 た だ し 、EVA 量 
産 機 と の 戦闘 の 際 は 2、3 回 の 使用 で ボロ ボロ に な っ て お り 、 
替え 刃 方 式 の た め 耐久 性 は PK-01 に 劣る と 考え られ る 


号機 の 標準 装備 で ある PK-02 の 刃 は 
逆 に 付い て いる の が 特徴 


実際 の カッ タ 


ナイ フ と は 


プロ ロッ ビー 


パソ コン に 用 いら れ て いる 大 容量 メデ ィ ア 。 記 憶 媒体 と し 
て は スタ ンダ ー ド な も の の よう で 、NERV の ほか 相田 ケン ス 
ケ の よう な 一 般 人 も 用 いて いる 。 巡 シ ンジ と 惣 流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー の 成績 は 、 フ ロッ ピー に よっ て 葛城 ミサ ト に 簡 抜 
け だ っ た ほか 、 日 向 マコ ト の 机 の 中 に も 作戦 局 の 日 向 用 フ 
ロッ ピー が 見 られ る 。 な お 、 フ リー ベー パー らし き “アナ ク 
ロフ ァ ン の た め の 本 "「CD フ ァ ン ] 創刊 0 号 が 綾波 レイ の ア 


パー ト 郵 便 受け に 入れ られ て いる こと か ら も 、 交 磁気 ディ ス 
ク は 廃れ て し ま 


> て いる よう で ある 


の 考案 し た ニ 
ル に 描か れ た 


重 攻撃 の 作戦 案 は 、「 マ イ 王 / 
ビー で ミサ ト へ 渡さ れ た 


分 離 不安 


心理 学 用 語 で あり 、 強 い 愛 着 を 持っ て いる 人 物 な ど と 離れ 
る 場合 に 、 孤立 を 恐れ て 不安 や 悲し みな どの 過剰 な 反応 を 示 
すこ と を 指す 。 主 に 幼小 児 が 母親 な どの 肉親 か ら 離 され る 際 
に 見 られ る 状態 。 ジ オフ ロン ト の 湖底 に 沈め られ た EVA 弐号 
機内 の 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 内 的 世界 に お い 綾波 
レイ が 投げ か ける 「 他 人 の 中 に 自分 を 求め て いる の ね 」「 ひ 
と り に な る の が 怖い ん で し ょ 」 「 他 人 と 一 緒 に 、 自 分 も いな 
く な る か ら 怖 いん で し ょ 」 と の 言葉 の 合間 に この 語 が 浮か ぶ 


か 由 


ET 


第 3 新 東京 市 の 各所 に 設置 され て いる 偽装 ビル の ひと つ 。 そ 
の 名 の 通り EVA 用 の 武器 を 収め て ある 格納 庫 で 、 第 3 新 東 
京 市 の 各所 に 設置 し て ある 。 あ ら か じ め 用 意 さ れ て いる 武 
| 器 を 必要 に 応じ て ビル か ら 取 り 出す 。 予備 の パレ ッ ト ライ 
フル の ほか 、 大 型 の 火器 や 長 尺 の 近接 戦闘 用 武器 な ど が 収 
納 さ れ て いる 。 発令 所 の コン トロ ー ル に よ ビル の ロッ ク 
が 解除 され 、 武 器 を 受け 取る こと が で きる よう に な る 。 その 
ビル の 位置 を ガイ 


際 、EVA の 兵器 管制 シス テム と 連動 し 
ド す る 仕組 み を 持つ 


D25-25 
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| 平常 必 


確 シ ンジ の 私 服 の タン クト ッ プ に 印刷 され て いる 文字 。 赤 
い 日 の 丸 の 上 か ら 、 黒 い 筆 文 字 で 印字 され て いる 。 二 点 同 
時 過重 攻撃 作戦 の 前 夜 、 準 備 を する べく 葛城 ミサ ト が 家 を 
あけ た た め 、 シ ンジ と 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー が ふた りき 


り で 過ごす こと に な っ た 晩 、 シ ンジ は この タン クト ッ プ を 着 
て いた 


な お 、「XTC」 の ロゴ が 入っ た T シ ャ ツ も 持つ 。 


下 に は ハー フ パ ン ツ を 
着用 し て いる シン 
彼 の 飾ら な い 私 服 が 
見 られ る 


| に ッ ク の 限界 


生物 学 に お いて 、 細 胞 分 裂 の 限界 値 を 意味 する 言葉 。 人 間 
な ら ば 50 回 が 限度 と され る 。 ア メリ カ の 医学 者 レオ ナー ド ・ 
ヘイ フリ ッ ク は 、 胎 児 の 線維 芽 細胞 を 培養 し た 際 に 、 一 定 
回 数 で 分 裂 が 停止 する こと を 発見 し た 。 第 14 使 徒 ゼ ル エ ル 
と の 戦闘 で 大 破 し た EVA 寺 号 機 と EVA 弐号 機 に 対し 、 伊 吹 
マヤ は 「 ヘ イフ リッ ク の 限界 を 超え て いま す 」 と 赤木 リツ コ 
に 報告 し て いる 。 こ れ は 、 損 傷 に よっ て 生体 部 品 の 自己 修 
復 能 力 が 機能 し な く な っ た と いう 意味 と 考え られ る 


| ド - ィ ト 


世界 初 の 人 工 的 に 生成 され た プラ スチ ッ ク で 、 熱 硬化 性 樹 
脂 に 分 類 さ れる フェ ノー ル 樹 脂 。 フェ ノー ル と ホル ム ア ル デ 
ヒド を 原料 と する 茶褐色 で 透明 の 樹脂 で 、1909 年 に 米国 人 
の ベー クラ ンド が 製法 特許 を 取得 し 、 翌年 に 設立 し た 「Ge 
neral Bakelite 社 ] に お いて 工業 化す る こと と な っ た 際 に 付 
けら れ た 商品 名 が ペー クラ イト で ある 。 樹脂 その も の を 製品 
と し て 成型 する こと は あま りな い が 、 耐熱 、 耐油 、 耐 薬 な 
どの 性 能 が 高い ほか 電気 絶縁 性 に も 富む た め 、 絶 縁 体 と し 
て 広く 使用 され て いる 。 起動 実験 の 際 に 暴走 し た EVA 零 号 
機 の 動き を 封じ る べく 用 いら れ た の は 即 乾 性 の 特殊 ペー クラ 
イト で あり 、 加 持 リ ョ ウジ に よっ て NERV 本 部 に 運び 込ま れ 
た アダ ム と され る サン ブル を 固め て いた の は 硬化 ペー クラ イ 
ト で あっ た 。 


戦略 自衛 隊 が NERV 本 部 に 侵攻 、 第 3 層 B、F ブ ロッ ク に 侵入 され た 


際 に 、 葛 城 ミ サト の 指示 で 第 3 層 を 破棄 し 、803 区 間 ま で の 全 通 路 
と パイ プ に ペー クラ イト を 注入 し て 英 部 隊 の 足止め を 図っ た 


る 際 に 用 いら れ た と 考え られ る 相田 ケン スケ の 個人 資料 の 抜 
粋 に 「 綾 波 は 自分 の 存在 を 稀 薄 に 感じ て いる よう に 見 える 
か ら だ 。 ペ シミ ズム と は 違う 何 か を 、 彼 女 は すでに 持っ て い 
同じ 14 歳 と は 思え な い ほ ど に 」 と ある 。 彼 の 綾 
け す る 考察 は ほぼ 的 を 射 て いる 。 人 類 補完 が 始ま 
る 際 の レイ の 内 的 世界 に お いて 、 彼 女 は 「 私 は 死に た いも 
の ] 「 欲 し いも の は 絶望 。 無 へ と 還 り た い の ] と 望ん で お り 、 
これ が レイ の 持つ 「 ペ シミ ズム と は 違う 何 か が 」 で あろ う 。 


| H&K USP 


葛城 ミサ ト が 所 持 し て いる 自動 拳銃 。 H&K と は ドイ ツ の 銃 
器 メ ー カ ー、Heckler & Koch GmbH 社 の こと 。USP は Uni 
versal Self-loading Pistol の 略 で 、 同 社 が 開発 し た 中 で も ハ 
ンド ガン の 基幹 と な っ て お り 、USP コ ン パ クト 、USP エ リ 
ー ト 、USP タ クティ カル な ど 多 く の バ リエ ーション が 製造 さ 
れ て いる 。 ド イツ 軍 が USP9 を P8 と いう 名 で 制式 採用 し て 
お り 、 ボ リマ ー フ レー ム に よる 軽量 化 の ほか 、 左右 両用 の マ 
ガ ジ ン キャ ッ チ や バリ エー ショ ン の 多い コン トロ ー ル レバ パー 


を 持つ 。 弾丸 は 9mm パ ラベ ラム 、.40S&W の ほか .45ACP を 
用 いる 大 口径 バー ジョ ン が ある 。 


ミサ ト の 銃 は 、 ボ ディ ア 
ACP 使 用 の USP45 と 思わ れる 
み 、 確 シン ジ を 助け 出し た 


マー を 着込ん だ 相手 に 


この 銃 で 戦略 自 


[sz 


「 天 国 の 扉 」 の 意味 。 NERV の 最深 部 で ある ター ミナ ルド グ 
マ の L.C.L. プ ラン ト 入 り 口 を 指し て 、 日向 マ コト が 称し た 言 
葉 。 厳重 に 閉じ て あっ た は ず の へ ヘブンズ ド ア は 、 第 17 使 徒 
タブ リス が 視線 を 向け る だ け で 容易 に 最終 安全 装置 が 解除 
され た 


| 


第 334 地 下 避 難所 の 男子 トイ レ 。 第 4 使徒 シャ ムシ エル の 襲 
来 に よっ て 避難 し て いた 相田 ケン スケ が 、 避 難所 を 抜け 出 
す 相 談 の た め と 鈴原 トウ ジ を 誘っ て 連れ ショ ン を 行なっ た 。 


訓練 な ど で 頻 繁 に 使 
っ て いた た めか 7 
目立つ 。 使 用 不可 能 
の 便器 も あり 、 一 次 
な 避難 所 の た めか 
手入れ は 行き 届い て 
いな いよ うだ 


ペ シ ミ ズム 


胡 世 主義 。 物事 を 悲観 的 に 捉え る 思想 の こと 。 人 類 補完 委 
員 会 の 特別 召集 会 議 に お いて 、 第 5 使徒 ラミ エル 戦 を 検証 す 


葛城 ミサ ト の 同居 者 で ある 新種 の 温泉 ペン ギン の 名 前 。 性 
別 は オス で 、 ネ ー ム プレ ー ト の 刻印 は 「BX293A PEN」。 温 


泉 ペ ン ギン の 名 の 通り に 好 ん で 風呂 に 入浴 し て いる 。 ダ イ 
ニン グ に 置い て ある 専用 の 冷蔵 庫 が 寝床 で あり 、 中 に は ウ 
ォ オー ター ベ ペッ ド と TV が 設置 され て いる 。 ま た 、 知 能 は か な 
り 高く 新聞 も 読む が 、 内 容 を 理解 し て いる か どう か は 不明 
な お 、 雑 食 な よう で 魚 だ け で は な く ラ ー メ ン な ども 食べ る 
第 16 使 徒 アル ミサ エル と の 戦闘 で 第 3 新 東京 市 が 壊滅 し た 
際 、 疎 開 す る こと に な っ た 洞 木 ヒ カリ の も と に 預け られ た 。 


手先 が 器用 で 、 胡 の 先 に ある 爪 を 用 いて 扉 の 開閉 ボタ ン を 押す こと 
な ども 可能 。 非常 に 人 間 く さい 生活 を 送っ て いる 


MR 


le 


YEBICHU と 並び 葛城 ミサ ト が 愛飲 し て いる 、 麦芽 100% の 
ビー ル の 銘柄 。 KUROSHIO BUSSAN 製 。 


ミサ ト の 三佐 昇進 が 
ー テ ィ で 用 意 さ れ た 
ビー ル は BOA 銘 柄 で 
あっ た 。 


| gm 


NERV 内 に お ける 規約 の ひと つ 。 第 4 使徒 シャ ムシ エル 戦 の 
後に 家出 し た 和 シンジ は 、 こ の 条例 を 適用 され 本 部 に 連行 
され た 。 そ の 際 は 保安 課 報 部 の 人 間 が 5 人 で 訪れ て いる 。 


| WW 


NERV 内 に お ける 部 署 の ひと つ 。 NERV の 秩序 を 維持 する た 
め の 謙 報 活動 が 主 な 任務 。EVA 操 縦 適格 者 な どの 要 人 の 護 
衛 の ほか 、 脱 走 し た 際 な ど に も 駆り 出さ れ 、 捜 索 し て 身柄 
を 拘束 する 。 ま た 、 公 に で き な い 裏 工作 な ども 行なっ て いる 
模様 。 謀 報 2 課 も 参照 。 


保安 謀 報 部 の 人 員 は 
皆 、 黒 の スー ツ を 芽 
用 し て いる が 、 そ れ が 
全 制服 で ある か は 不明 
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アー タ 引 越 セ ンタ ー 
警報 

R-017 

R-07 

R-075 

R-20 

IO シス テム 

ICC 

相田 ケン スケ 

ID カー ド 

INEED YOU 

青葉 シゲ ル 
赤き 土 の 裏 

赤木 ナオ コ 

赤木 リツ コ 
阿賀 野 カ エ デ 

浅間 山 

浅間 山地 震 観 測 研究 所 
浅利 ケイ タ 

芦ノ湖 

アス カ 、 来 日 

アダ タム 

アダ ム 計 画 
アダ ム の 胎児 

厚木 

AVIS ビ ー ル 

アブ ソー バー 

アポ トー シス 

雨 、 逃げ 出し た 後 
綾波 レイ 

アラ エル 

アル バイ ト 

アル ピー ヌ ・ ル ノーA310( 改 ) 
アル ミサ エル 

安全 限界 深度 

あん た 、 パカ ぁ !? 

アン チ A.T. フ ィ ー ル ド 
アン ピリ カル ・ ケ ー フ ル 
アン ピリ カル ・ ブ リッ ジ 
い 

E 計 画 

E 事 件 

イー ジス 艦 

E 層 

EP2 式 サル ペー ジ 作 業 手順 要綱 ( 含 、LPa 式 補 寺 手順) 


位相 空間 

1 億 8 千 万 kW 

ー 次 的 接触 

1/1 パ ルー ン ・ ダ ミー 
14 式 大 型 移動 指揮 車 
14 式 大 型 架 橋 自 走 車 
命 の 選択 を 

伊吹 マヤ 

イリ ノイ 

入間 

イロ ウル 

イン ター フェ イス ・ ヘ ッ ド セッ ト 
イン ダク ショ ン ・ モ ー ド | 
イン ダク ショ ン ・ レ パー 
int の C 


う 


ヴィ ル ヘ ルム スハ ー フ ェ ン 


Air 
EVA シリ ー ズ 


EVA 専用 改造 陽電子 砲 (ネル フ 仕様 も と 戦 自 研 自 走 隅 電子 砲 ) 


EVA 専用 耐 熟 光波 防御 兵器 (急進 仕 柏 
EVA 専用 輸送 台 

EVA 専用 陽電子 砲 (円 殖 加 達 式 試 作 20 型 
EVA 長 距離 輸送 機 
エヴァ ン ゲ リオ ン 
エヴァ ン ゲ リオ ン 3 号 機 
エヴァ ン ゲ リオ ン 3 号 機 起動 実験 
エヴァ ン ゲ リオ ン 初 号機 
エヴァ ン ゲ リオ ン 零 号機 
エヴァ ン ゲ リオ ン 零 号機 ・ 改 
エヴァ ン ゲ リオ ン 弐 号機 
エヴァ ン ゲ リオ ン 4 号 機 
エヴァ ン ゲ リオ ン 量 産 機 
AC レ コー ダー 

A-17 

A.T. フ ィ ー ル ド 

A" 神 経 

A-7 

A-8 

A-801 

エク タ 64 

エ ジ ェ クシ ョ ンカ バー 

SSTO 

SDAT ウ ォ ー ク マン 

S* 機 関 

S* 理 論 

SU-27 

上 兵器 

航空 爆雷 

mi 地雷 

爆弾 

"爆雷 

YEBICHU 

F 型 装備 

F 型 装備 

L.C.L. 

L.C.L. 圧 縮 濃度 
L.C.L.PURITY 
L.C.L. プ ラン ト 

ELEE 

ANGEL 

エン トリ ー プ ラグ 

エン トリ ー プ ラグ 内 スク リー ン 
エン トリ ー プ ラグ 内 通信 用 ウィ ンド ウ 
お 

近江 屋 

大 井 サツキ 

大 型 機 

大 型 破 砕 兵器 デュ アル ・ ソ ー 
大 型 ミ サイ ル 

オー ト ・ エ ジェ クシ ョ ン 
オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 
09 シ ステ ム 

オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ 
オー パー・ ザ ・ レ イン ボウ 艦長 
オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ 副長 
大 浦 谷 

お か えり な さい 

オセ ロー 

汚染 区 域 

オゾン 

男 の 戦い 

お 弁当 
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オリ ジ ナ ル 使 徒 


カー トレ イン 
外部 電源 用 ソケット 
ガ ギ エル 
加持 の テレ カ 
可視 波長 の エネ ルギー 波 
加持 リョ ウジ 
下垂 シス テム 
カス パー 
仮設 ケイ ジ 
活動 限界 
活動 停止 信号 
葛城 調査 隊 
葛城 博士 
葛城 ミサ ト 
カノ ン 

カバ ラ 

カプ セル 
カプ セル 

カプ セル 
カプ セル 

ガ フ の 部 屋 
加 粒 子 砲 

カレ ー 
監査 部 

感情 素子 
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ざさ 
キー ル ・ ロ ー レ ン ツ 
擬似 エン トリ ー 
技術 開発 部 第 3 課 
技術 開発 部 第 2 課 
技術 局 第 1 課 
奇跡 の 価値 は 
機体 回 収 班 

機体 相互 互換 実験 
機体 連動 試験 


キャ ッ チ ャ ー 

旧 伊 東 沖 遺 遇 戦 

99.89% 

旧東 京 

旧東 京 再開 発 臨海 部 国立 第 3 試験 坦 


強制 サル ペー ジ 
強制 排出 

京都 

京都 府警 察 署 
虚数 空間 
巨大 人 型 自 走 兵器 
キヨ ミ 

霧島 マナ 

緊急 処置 室 


グー テン モル ゲン 
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エク スト ラシー ト 


xtra Sheet 
空母 11 サン ダル フォ ン 14 鈴原 トウ ジ 18 か 
クラ イン 空間 11 3 パカ トリ オ 14 鈴原 トウ ジ の 妹 18 
クレ ー タ ー 11 サン プル 14 素手 18 
クロ ー ン 11 303 病 室 14 スナ イ パ バー ライフル 18 
黒き 月 11 [人 スマ ッシュ ・ ホ ー ク 18 
グロ ッ ク 17 11 駿河 湊 18 
CT モニ ター 14 
け C モ ー ド 15 Rd 
迎撃 シス テム 11 シー ルド 15 生活 当番 表 18 
ケイジ 11 J.A.( ジ ェ ッ ト ア ロー ン ) 15 可 痕 18 
形 両 上 生物 学 11 J.A. 改 15 表 止 し た 開 の 中 で 18 
形 布 上 生物 学 第 一 研究 室 11 J.A. 完 成 披露 記念 会 15 精神 汚染 18 
警備 車 11 JASDF 15 精神 崩壊 18 
ゲイ ン 11 ジェ ッ ト ・ ア ロー ン 起 動 用 オペ レー ティ ング シス テム 15 生体 コン ピュ ー タ 19 
GATE13 11 || ジェ リコ の 壁 15 生体 部 品 19 
撃 鉄 11 ジオ イド 深度 15 生体 融合 19 
結界 11 塩 の 柱 15 政府 専用 列車 19 
「 結 晶 遺 伝 子 」 論 11 | 15 生命 維持 モー ド 19 
決戦 、 第 3 新 東京 市 11 15 生命 の 樹 19 
ゲノム 11 15 生命 の 実 19 
ゲノム 生物 学 12 | 15 || 生命 の スー プ 19 
ゲ ヒ ルン 12 || 15 ゼー レ 19 
KERMADEC-3 12 15 ゼー レ 、 魂 の 座 19 
減速 材 12 1 15 ゼー レ の エン プレ ム 19 
ケン タッ キー 12 || 自 走 陽電子 克 15 ゼー レ の メン バー 19 
ゲン ドウ の 眼鏡 12 | 師団 長 15 世界 の 中 心 で アイ を 叫ん だ け も の 19 
= 使徒 16 「 セ カン ドイ ン バ パクト] 19 
ーー 便 徒 、 柚 来 16 || セカ ンド イン バク ト 19 
コア 12 || 便 徒 、 島 入 16 || セカ ンド チル ドレ ン 19 
来い 12 使徒 と 呼称 され る 物体 及び 人 類 補 完 計 画 (仮名 に 関す る 第 1 次 中 間 報 告 書 =16 接触 実験 19 
コイ ンク リー ニン グ 12 || シナ ブス 16 絶対 境界 線 19 
硬化 ペー クラ イト 12 シナ リオ 16 セ フ ィ ロ ー ト の 和樹 20 
高 機動 モー ド 12 シナ リオ BB-22 16 せめ て 、 人 間 ら し く 20 
拘束 具 12 死に 至る 病 、 そし て 16 ゼル エル 20 め 
広報 部 12 自爆 プロ グラ ム 16 0001-137-22 20 
強羅 絶対 防衛 線 12 シミ ュ レ ーション 16 選挙 カー 20 
コー ド 707 12 シミ ュ レ ーション プラ グ 16 戦車 20 
12 自 減 促進 プロ グラ ム 16 | 先生 20 
13 ジャ イア ント ・ ス トロ ング ・ エ ント リー 16 戦闘 形態 20 
13 シャ ノン バイ オ 16 セン トラ ルド グマ 20 
13 シャ ムシ エル 16 戦略 自衛 隊 20 
13 集 光 ビル 16 戦略 自衛 隊 つ くば 技術 研究 本 部 20 
心 の か た ち 、 人 の か た ち 13 18 番 目 の 使徒 16 全 領域 兵器 マス テマ 20 
コダマ 13 首相 官邸 執務 室 17 そ 
コト コ 13 隙間 、 心 、 重ね て 17 
駒ケ岳 防衛 線 13 人 巡洋艦 17 総合 警戒 管制 室 20 
園 有 波形 パタ ー ン 13 昇進 祝い LA 総合 制御 地点 20 
こん こう 13 女性 オペ レー ター 17 操縦 席 20 
コン トロ ー ル ・ レ パー 13 所 長 室 17 総司 令 官公 務 室 20 
コン フォ ー ト 17 マ ンション 13 司令 席 17 双方 向 回 線 20 
白き 月 17 総務 局 3 課 20 
新 厚木 17 有 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 21 
人 格 移植 OS 17 胞 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 義母 21 
サー チ 衛 星 シン クロ 系 17 事 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 父 21 
サー ドイ ン パ クト 13 神経 接続 17 惣 流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ ェ ッ ペリ ン 21 
サー ド チ ルド レン 13 人 工進 化 研究 所 17 素 体 21 
再起 動 13 人 工進 化 研究 所 3 号 分 室 17 SONY SUPER 8 21 
再起 動 実験 13 新庄 隊 17 ソニ ッ ク グ レイ ブ 21 
最後 の シ 者 13 人 造 人 間 17 ソレ ノイ ドグラ フ 21 
最終 安全 装置 14 新 箱根 湯本 駅 17 
最終 安全 装置 14 シン ペリ ン 17 
最終 安全 装置 14 新 横 須 賀 17 
最初 の 人 間 14 心理 グラ フ 17 ター ミナ ルド グマ 21 
サキ エル 14 人 類 補完 委員 会 17 第 1 宇宙 速度 21 
作業 員 14 人 類 補完 委 貞 会 委員 18 第 1 次 直上 会 戦 21 
作戦 課 第 二分 析 室 14 人 類 補完 委員 会 特別 召集 会 議 18 第 1 使徒 21 
作戦 部 第 一 課 14 人 人 類 補完 計画 18 第 1 支部 21 人 )) 
サタ ー ン 14 す 第 一 脳神経 外科 21 
14 第 9 使徒 21 
サハ クィ エル 14 スイ カ 畑 18 | 対空 砲 21 
サブ コン ピュ ー タ 14 水 丁 18 || 大 剣 21 
サル ペー ジ 14 スー ツ フ ィ ッ トス イッ チ 18 || 第 5 使徒 21 
三佐 14 スク ー ル 水着 18 第 3 芦ノ湖 21 
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